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築
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（

関
西
学
院

大

学
カ

ウ

ソ

セ

リ

ン

グ
・

ル

ー

ム
）

は
　
じ

　
め

　
に

　
わ

れ

わ
れ

は
、

学
生
一

人
一

人
が

ビ

デ
オ

デ
ィ

ス

ク

と

デ
ジ

タ

ル

音
声
メ

モ

リ
、

お

よ

び
パ

ー

ソ

ナ

ル

コ

ン

ピ
ュ

ー

タ

を

利

用
し

て
、

基
本
対

人

援
助
技
術
の

学
習
を

行

う
ハ

イ
パ

！

メ

デ
ィ

ア

シ

ス

テ

ム

（

後
述
）

の

　
殉
帥
U

を

過
去
4
年
閲
に

わ

た
っ

て

続

け
て

来
た

。

本
稿
で

は
、

本
シ

ス

テ
ム

の

理

論

的
基
盤
に

つ

い

て

総
論
的
な

検
討
を

行
う

。

　
以
下
−

章
で

は
、

大

学
に

お

け

る

社
会
福
祉

援
助
技
術
教

育
の

現
状
と

間
題
点
を

挙
げ

、

わ
れ

わ

れ
が

開
発
を

す
す
め

て

い

る
ハ

イ
パ

ー

メ

デ
ィ

ア

教
材
が

こ

れ

ら
の

点
に

ど

う

対
応

す
る

か

を

示

す
。

続
く
1
章
で

は
、

基
本
的
援
助
技
術
に

関
す
る

実
証
的

先
行
研
究
を

北
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米
と

日

本
に

つ

い

て

概
観
し

、

特
に

日

本
に

お

け
る
こ

の

分

野
の

実
証
的
デ
ー

タ

ベ

ー

ス

の

脆
弱
さ

を

確
認
す
る

。

ま
た

日

本
．

北
米
と

も
、

顕

現
的
な
行
動
レ

ベ

ル

の

ス

キ

ル

に

つ

い

て

は

実
証
的

研
究
が

な
さ

れ
て

い

る

も
の

の
、

そ
の

よ

う
な

援
助
行
動
を

統
合
す
る

臨
床

家
の

内
面
の

認
知
的
過
程
に

つ

い

て

は
、

研
究
・

教
育
の

パ

ラ

ダ
イ
ム

さ

え

確
立
さ

れ
て

い

な
い

こ

と

を

指
摘
す
る

。

第
皿

章
で

は
、

対

人
援
助
の

た

め

の

認
知
的
ス

キ

ル

の

教
育
を

す

す
め

る

上
で
、

行
動
主

義
的
な
パ

ラ

ダ

イ
ム

の

持
つ

限
界
や

問
題

を

指
摘
す
る

。

そ
し

て
、

そ
れ
に

代
わ
る

も
の

と
し

て

ミ

ン

ス

キ

ー

の

フ

レ

ー

ム

構
造
に

よ

る

知

識
表
現
パ

ラ

ダ

イ
ム

を

紹
介
す
る

。

そ

し

て
、

こ

の

よ

う
な

認
知
科
学
的
な
パ

ラ

ダ

イ
ム

か

ら

対
人
援
助
技
術
の

教
育
を

実
現
す
る

道
且
ハ

と

し

て
、

ハ

イ
パ

ー

メ

デ

ィ

ア

あ
る

い

は
ハ

イ
パ

ー

テ

キ
ス

ト

環
境
を

提

示

す
る

。
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社
会
福
祉

援
助
技
術
の

教
育
で

は
、

対
面
的
面

接
技
法
の

訓

練
に

従
来
か

ら

多

大
の

時
間
が

費
や
さ

れ
て

き
た

。

ま
た

、

一

九
八

八

年

度
よ

り、

社
会
福
祉
士
の

国
家
認
定

制
度
に

と
も

な
い

、

実
践

援
助
技
術
教

育
が

従
来
に

も
増
し

て

い

っ

そ

う
重
視
さ

れ
る

よ

う
に

な
っ

て

き
て

い

る
。

　

大
学
に

お

け
る

社
会
福
祉
の

対
人
的

な

援
助
技
術
の

教
育
は
、

先
ず
第
一

に
、

ソ

ー

シ

ャ

ル

ワ

ー

ク

実
践
の

原
論

、

パ

ー

ソ

ナ

リ

テ
ィ

理

論
、

発
達
理

論
、

精
神
病
理

、

心

理

検
査
の

理

論
な

ど
の

基

礎
知
識
の

講

義
に

始
ま

り
、

第
二

に

専
門
家
と

し
て

の

態
度
や

価
値
の

養

成
、

第
三

に

様
々

な

具
体
的
な

援
助
の

技
法
論
の

理

解
、

そ
し

て

最
後
に

以
上
の

知
識
や

態
度
を

現
実
の

援
助
場
面
で

統
合
す
る

実
習
や

研
修
が

行
わ

れ
る

。

　
以
上

を

更
に

詳
し

く

述
べ

れ
ぽ

、

第
一

の

基
礎

知
識
の

修
得
に

つ

い

て

は
、

教
科
書
や

参
考
書
を
読
み

授
業
に

出

席
し

て

講
義
を

聞
く

　
　
　

社
会
福
祉
対
人

援
助
技

術
教
育
の

た

め

の

ハ

イ

パ

ー

メ

デ

ィ

ア

シ

ス

テ
ム

構
築
に

関
す
る

研
究
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
二
一

九
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ニ

ニ

○

と
い

う

形
式
が

主
で

あ
る

。

第
二

の

専
門
援
助
者
と

し

て

の

価
値
や

態
度
の

養
成
に

つ

い

て

も
、

や

は

り

教
科

書
や

講
義
が

主
な

教
育

源

で

あ
る

。

次
に

第
三

の

技
法
の

理

解
で

は
、

現
実
の

援
助
場
面
の

ビ

デ

オ

や
オ

ー

デ
ィ

オ

テ

ー

プ

を

観
察
し

た

り
、

あ
る
い

は

学
生
の
一

人
が

援
助
者
に

、

も

う

天
が
ク
・
ブ

イ

ラ

走
扮
し

て

援
助
技
法
を

試
し

て

み

る

〒
ル

ご
イ

な
ど
が
・

教

科
書
や

嚢
に

加
え

用

い

ら

れ
て

い

る
。

そ
し
て

最
後
が

実
習
で

あ
る

。

こ

の

実
習
こ

そ
、

ス

ー

パ

パ

イ

ザ

ー

の

指
導
下
で

教
室
で

身
に

つ

け
た

知
識
を

現
実
の

ク
，
ブ

イ

ラ
，

に

魂
て

用
い
、

鑼
、

態
度
そ
し

て

澑
の

統
A
。

を

行
う

ξ
．

翌
．

傑
で
、

取

畫
驀
専
門

警
の

機
会
・

な
・

て

い

る

（

o
声

森
野

、

H
り
QO

貧

立
木

、

H
り
○◎

α
）

。

　

以

上
か

ら

分
か

る

よ

う
に

、

対

人
社
会

福
祉

援
助
技
術
の

実
技
教
育
に

つ

い

て

は
、

最

終
的
な

現
場
で

の

実
習
に

備
え、

大
学
の

キ
ャ

ン

パ

ス

で

は

ω

技
法
論
の

専
門
書
や

そ
れ
に

関
す
る

講
義
か

ら
の

知
的
学
習

、

ω
ビ

デ
オ

観
察
な

ど
か

ら
の

観
察
的
学
習

、

そ
し

て

圖

ロ

ー

ル

プ

レ

イ

な
ど
に

よ

る

体
験
的

学

習
の

三
つ

が

主

体
と

な
っ

て

い

る
。

と

り
わ

け
、

学
生

同
士

で

行

う
ロ

ー

ル

プ

レ

イ
が
、

教

室
で

の

実
技
教
育
に

占
め

る

割
合
は

非
常
に

高
い

。

こ

れ
は

、

対
人
的

技
術
と

い

う

性
格
上

、

た

だ

単
に

援
助

技
法
（

例
え
ぽ

積
極
的

傾
聴

、

感
情
の

反
射

、

明
確

化、

フ

ィ

ー

ド
バ

ッ

ク
、

対
決
な

ど
）

に

つ

い

て

学
生
が

知
的
に

理

解
し

た

だ

け
で

は

不

十
分
で

あ
り

、

そ
う
い

っ

た

技
術
を

時
と

場
面
に

応
じ

て

適

切
に

実
行
で

き
る

よ

う
に

す
る

こ

と

が

も
っ

と

も
重
要
に

な
る

か

ら
で

あ
る

。

　

現
行
の

キ
ャ

ン

パ

ス

に

お

け
る

実

技
教
育
は

、

し

か

し

な
が

ら

理
想
的
な

も
の

で

あ
る

と
は

い

い

が

た

い
。

以
下
に

現
状
の

問

題
点
を

挙
げ
て

み

よ

う
。

先

ず
第
一

に
、

現
行
の

方
式
で

ば

知
的

、

観
察
的

、

体
験
的
理
解
の

三

つ

を
一

回
の

授
業
時
問
内
で

有
機
的
に

統
合
す

る
こ

と
が

難
し

い
。

す

な
わ

ち
、

学
生
が

あ
る

技
法
に

つ

い

て

学
ぶ

に

当
た
っ

て
、

先
ず
講
義
が

な
さ

れ
、

続
い

て

場
合
に

よ
っ

て

は

ビ

デ

姦
材
が

示
さ

れ
、

そ
し
イ

、

時
間
が

許
せ

ば
・

−

ル

プ

・

イ

を

行
う

。

こ

の

様
に

理

想
的
に

授

業
進
め

ら

れ
る

場

合
で

も・

講

義

ビ

デ
オ
、

ロ

ー

ル

プ

レ

イ
と

い

う

線
的
な

流
れ
に

沿
っ

て

で

し

か

授
業
が

進
め

ら
れ

な
い

。

例
え
ば
ロ

ー

ル

プ
レ

イ
の

最

中
に

理
論

的
な

観
点
に

関
す
る

指
摘
を

個
別
に

学

生
に

与
え
た

り
、

講
義

内
容
が

個
々

の

学
生
に

と
っ

て

具
体
的
に

ど
の

よ

う

な
こ

と

を

行
う
こ

と

に

な

N 工工
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る

の

か

講
義
を

中
断
し

て

突
然
ロ

ー

ル

プ

レ

イ

を
始
め

、

技
法
を

実
地
に

体
験
さ
せ

る

と
い

っ

た

非
線
形
的
な

流
れ
の

授
業
は

、

極
め

て

困
難
で

あ
る

。

援
助
技
術
の

体
得
の

た

め

に

は
、

知
的

、

観
察
的

、

体
験
的
な

学
習
の

三

者
が

相
互
に

関
連
し

合
っ

て

い

る

の

だ
か

ら
、

こ

れ

ら
三

者
間
を

時
と

場
合
に

応

じ
て

絶
え
ず
行
き
つ

戻
り
つ

す
る

非
線
形
的

な

授
業
の

方
が

、

学
生

自
身
の

理

解
の

プ

ロ

セ

ス

と
マ

ッ

チ

す
る

の

は

言
う

ま
で

も
な
い

こ

と

で

あ
る

。

　

第
ご

に

個
性
も
経

験
も
適
性
も

異
な
る

学
生
に

対
し
て
一

斉
に

授
業
を

行
う
こ

と
に

は
、

常
に

無
理
が
つ

き
ま

と

う
。

教
員
が
一

人
一

人
の

学
生
に

つ

い

て

個
別
化
さ

れ
た

教
育
を

行
え
れ

ば
理

想
的
で

は

あ
る

が
、

そ
れ
は

現
実
に

は

不

可
能
で

あ
る

。

　

第
三

に
、

教
室
で

の

実
技
教
育
の

核
と

な
る
ロ

ー
ル

プ

レ

イ

の

問
題
に

つ

い

て

述
べ

て

み

よ

う
。

ロ

ー
ル

プ

レ

イ

の

最
大
の

難
点
は
、

そ
れ
が

前
も
っ

て

演
出
・

構
成
し

た

り、

標
準
化
し

て

お

け

な
い

こ

と
で

あ
る

。

更
に

、

旨
く
適
切
に

対
応
し

た

場
合
で

も
、

即
座
に

賞

賛
を

与
え
る

こ

と
が

出
来
な
い

。

ま
た

、

明
ら

か

な

間

違
い

を

犯
し

て

も
、

通
常
ロ

ー

ル

プ

レ

イ
は

中
断
さ
れ

る

こ

と

な
く

続
け
ら

れ
る

た

め
、

即

座
に

フ

ィ

ー

ド
バ

ッ

ク

を

与
え
る

こ

と

が

出
来
な
い

。

効
率
的
に

学
習
を

進
め

る

た

め

に

は
、

こ

の

様
に

体
験
が

前
も
っ

て

構

成
し

て

お

け
な
か
っ

た

り、

ま

た

即

時
的
な
フ

ィ

ー

ド
バ

ッ

ク

が

行
え

な
い

の

は

大
き

な

難
点
で

あ
る

。

更
に

、

指
導
者
の

支
持
や
ア

ド

バ

イ
ス

が
、

ロ

！

ル

プ

レ

イ

後
の

評

価
で

極
め

て

重
要
と

な
る

た

め
、

指
導
老
な
し

で

自
習
を

行
う
こ

と
が

困
難
で

も
あ
る

。

　

第
四
に

、

何
度
も
何
度
も
同
じ

技
術
に

つ

い

て

ロ

ー

ル

プ

レ

イ

を

繰
り

返
す
の

は
、

生

身
の

人
間
相
手
と

あ
っ

て

は

な
か

な
か

難
し

い
。

と
て

も
、

シ

ュ

ミ

レ

ー

タ

ー

の

中
で

何
百

時
間
と

飛
行
訓

練
を

繰
り
返

す
ジ
ェ

ッ

ト
・

パ

イ

ロ

ッ

ト

の

実
技
訓
練
の

様
な

わ

け
に

は

行
か

な
い

の

で

あ
る

。

　

第
五

に
、

即

時
的
な
フ

ィ

ー

ド
バ

ッ

ク

が

な
い

こ

と

や
、

あ
る

い

は

そ
れ

を

納

得
の

ゆ
く
ま

で

何
度
も

繰

り

返
す
こ

と

は

無
理

が

あ
る

た
め

、

限
ら
れ

た

授
業
時
間
内
で

の

ロ

ー

ル

プ

レ

イ

中
、

学
生
は

「

正
し
い

と

思

う
対
応
」

に

ば

か

り

気
を
と

ら
れ

る
こ

と

に

な
る

。

「

た

と

え
ば
、

こ

こ

で

の

よ

う
な

対
応
を

す

れ
ば

、

ク

ラ

イ
エ

ソ

ト

は

ど
う

反

応
す
る

だ

ろ

う
か
」

と
い

っ

た
、

誤
り

を

も
辞
さ

な
い

探

祉
会
福
社
対
人

援
助

技
術

教
育
の

た

め

の

ハ

イ

パ

ー

メ

デ

ィ

ア

シ

ス

テ

ム

構
築
に

関
す
る

研
究

二一

コ
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二

ニ
ニ

求
的
な

学
習
態
度
は

、

こ

の

よ

う
な

環
境
下
で

は

望
む
べ

く
も

な
い

の

で

あ
る

。

　
こ

れ
に

対
し

て
、

わ

れ
わ

れ
が

開
発
を

進
め

て

い

る

シ

ス

テ

ム

で

は
、

学
習

者
は

教
材
と

双

方
向
的、

個
別
的
な

対

話
を

進
め

な
が

ら
、

援
助
技
法

を
探
求

的
に

学
習
す
る

。

つ

ま

り、

個
々

の

学
習
老
の

進
度
や

理

解
度

、

あ
る
い

は

動
機
づ

け
に

応
じ
て

、

そ
の

学
習

場

面
で
一

番
ふ

さ
わ

し

い

情
報
が

即
座
に

提
供
さ

れ

る
。

た

と

え
ば
、

ク

ラ

イ
エ

ソ

ト

の

表
情
が

変
化

す
る

様
、

そ
の

背
後
に

あ
る

内
面
の

感
情
に

関
す
る

解
説

、

対
応
す
る

カ

ウ

ン

セ

ラ

ー

の

態
度
や

身
ぶ

り、

あ
る

い

は

言

語
的
な

対
答
を

支
え
る

理

論
的
根
拠
な

ど
が

、

動
画

や

静
止
画
、

あ
る
い

は

文
字
（

音
声
）

情
報
と

し

て
、

瞬
時
に

モ

ニ

タ

ー

画

面
上
で

検
索
す
る

こ

と
が

で

き
る

の

で

あ
る

。

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　Servloe

11
　
教
育
内

容
（

援
助
者
と
し

て

の

ス

キ

ル
）

に

関

す
る

先
行
研
究

Japanese 　Soolety 　for 　the 　Study 　of 　Soolal 　Welfare

　

援
助
を

目
的
と

し

た

治
療
的
関

係
は

、

一

面
に

お
い

て

科

学
で

あ
る

と

同
時
に

、

ま

た

ア

ー

ト

で

も
あ
る

と

言
わ

れ
て

き
た

。

あ
る

い

は
、

援
助
者
の

示
す
態
度
と

援
助

技
法
は

不
可

分
の

関
係
に

あ
り

、

態
度
と

技
術
を

分
け
て

取
り

扱
う
こ

と
は

出
来
な
い

と

考
え
る

論
者

も
い

る
。

し

か

し

な
が

ら
一

九
六

〇
年
代
半
ば

以
降

、

援

助
者
の

も
つ

治
療
的
要
因
を

実
証
的
な

観
点
か

ら

分
析
し

よ

う
と

す
る

研
究
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B9）

数
多
く
報
告
さ

れ
る

よ

う
に

な
っ

て

き
た

（

武
田
・

立
木、

一

り
゜。
一

）

。

以

下
は

、

専
門
的
援
助
技
術
に

関
す
る

北
米
や
口

本
に

お

け
る

先

行
調
査
・

研
究
の

概
観
で

あ
る

。

A
　

米
国
に

お

け
る

面

接
過
程
の

研
究

　
心

理

療
法
や

ケ

ー

ス

ワ

ー

ク

の

流
派
を

問
わ

ず
、

援
助
者
が

ク

ラ

イ
エ

ソ

ト

に

対
し

て

共
感
や

、

受
容
的
で

非
審
判
的
な

態
度

、

支

持
、

・

ず
ル

、

・

ラ

イ

ラ
・

の

人
格
の

蟇
な
ど

を

示
す

事
は

重
要
で

あ
る

（

幻
゜
αq
Φ

邑
灘
穿
魯

Φ

ζ
龜

野
塁
器
民

ω
ず
・

薹
呈
舞
・

海
碧
α

・

轟
杉

蚕
巍

鷲

轟
武
田
゜

立

本

塵
・

例
え
ば

U・

露
畧゚
伽
跏
罵

は
・

ケ

ー
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ス

ワ

ー

ク

関
係
に

お

い

て
、

ク

ラ

イ
エ

ソ

ト

の

個
別

化
、

目

的
を

持
っ

た

感
情
の

表
現、

ワ

ー

カ

ー

の

統
御
さ
れ
た

情
緒

的
関
与

、

受

容
、

非
審
判
的
態
度

、

ク

ラ

イ
エ

ン

ト

の

自
己

決
定
の

尊
重

、

秘
密
の

保
持
な
ど
が

、

ケ

ー

ス

ワ

ー

ク

援
助
の

基
礎
と

な
る
こ

と

を

指
摘

し

て

い

る
。

幻
゜

σq

霧
（

鳳

ず
こ

の

治
療
者
と

ク
・
ブ

イ

ラ
・

の

や
り
と

り

を

詳
細

雰
析
し

、

治
療
的
関
係
を

促
進
す
る

た

め

の

基
礎
的

案

件
と

し

て

治
療
者
の

と

る

態
度
が

い

か

に

重
要
か

を

指
摘
し

た
。

こ

れ

を

契
機
と
し

、

治
療
関
係

中
の

援
助
者
の

示

す
言

語
的
・

非

言

語

的
な

行
動
が
ク

ラ

イ
エ

ン

ト

に

ど
の

様
な

効
果
を

及
ぼ

す
か

に

つ

い

て

数
多
く
の

実
証
的
な

調
査
が

行
わ

れ

た

（

。

や

勾
o
αQ

霞
ω

曾

箪”

龜
）

・ぎ
爰
（

甑
麗

は

熟
練
し

た

カ

ウ

ソ

芒
フ

ゐ
面
接
を

録
音
し

て

分
析
し

・

治
療
の

流
派
（

例
え
ぽ

来

馨
中
心

療
法
や

行

動
療

法
）

を

問
わ

ず
、

ω
治
療
者
が

心

を

開
き
率
直
に

接
す
る

、

 
自
然
に

振
舞
う

、

圈
ク

ラ

イ
エ

ソ

ト

に

パ

ー

ソ

ナ

ル

に

関
与
す
る

と
い

っ

た

三
つ

の

技
術
が

共

通
し

て

観
察
で

ぎ
る

事
を

示
し

た
。

N

旦

ー
と

霽

畧
り

鞠
は

援
助
者
と
ク

ラ

イ

ラ
・

の

言

語
的
相
互

作

用
を

記
録
し

・

行
動
上
の

・

ベ

ル

で

援
助
老
の

取
る

行

動
を

綿
密
に

測

定
し

、

そ
の

結
果
を

因
子

分
析
し

た
。

結
論
と
し

て

彼
ら
は
、

ω

積
極
的
に

耳

を

傾
け
る
、

 

感
情
を

反
射

す
る

、

 

正

確
に

ク

ラ

イ
エ

ン

ト

の

問
題
を

要
約
す
る

と

言
っ

た

具
体
的
な
カ

ウ

ン

セ

ラ

ー

の

行

動
が

効
果
的

な

援
助
相
談
で

は

共
通
し

て

観
察
さ

れ

る

事
を

明
ら

か
に

し

た
。

　
こ

れ
ら
の

研
究
は
、

す
べ

て

基
本
的
に

心

理

学
者
や

教
育
心

理

学
者
の

手
に

よ

る

も
の

で

あ
る

。

一

方
、

同

時
期
に

フ

ロ

ー

レ

ン

ス

．

ホ

リ

ス

は

対
人

社
会
福
祉
援
助
の

対
象
を

「

人
と

状
況
の

全
体
性
」

と

捉
え
て

、

対

人
社
会
福
祉
援
助
技
術
の

全

技
法
を

分
類
し

、

類
型

化
し
よ

う

と
い

う

野
心

的
な

試
み
を

行
っ

た
。

ポ

リ

ス

は

実
証
的
な

面
接
過
程
の

プ
ロ

セ

ス

分
析
に

基
づ

い

て

対

人
的
社
会
福
祉
の

援
助

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
（

84）

技
法
を

以
下
の

ご

と

く
に

分
類
し

た

（

杉
本

、

這
゜。

90

°

卜⊃
蒔
）

°

　
　
　

社
会
福
祉
対
人
援
助
技
術
教
育
の

た

め

の

ハ

イ

パ

ー

メ

デ
ィ

ア

シ

ス

テ

ム

構
築
に

関
す
る

研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

二

三
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二

二

四

　

　
　
a

、

支

持
の

技
法

　

　
　
b

、

直

接
的
働
き
か

け
ま

た

は

影

響

　

　
　
C

、

探

索
−
描
写
−

説
明

−
浄
化

　

　
　
d

、

人
と

状
況
の

相
互

交

流
の

反
省
的
考
察

　

　
　
e

、

。
ハ

ー

ソ

ナ

リ
一
ア

イ

の

反
小

月

的
秘
乃亠
祭

　

　
　
f

、

幼
児
期
の

発
生

的
考
察

　

　
　
9

、

そ
の

他

　
ポ

リ

ス

の

調

査
結
果
を
ま

と

め

る

と
、

ω

面
接
の

開
始
期
に
一

番
多
く

用
い

ら
れ

る
の

は

探
索
…

描
写
−

説
明
−

浄
化
の

技
法
で

あ

る
、

 
人
と

状
況
の

相
互

交
流
の

反

省
的
考
察
は

そ
れ
に

次
い

で

多
用
さ

れ
る

技
法
で

あ
る

が
、

こ

の

技
法
が

用
い

ら
れ
る

率
は

ケ

ー
ス

に

よ

り
ぼ

ら
つ

ぎ
が

あ
る
、

圖

面
接
回

数
が

進
む
に

つ

れ
、

支
持
の

技
法
や

探
索
−

描
写
ー

説
明

ー
浄
化
の

出
現
頻
度
は

下
が

り
、

逆
に

人
と

状
況
の

相
互

交
流
の

反

省
的

考
察
の

頻
度
は

増
え
る

、

ω

直

接
的

動
き
か

け

ま
た

は

影

響、

パ

ー

ソ

ナ

リ

テ
ィ

の

反

省
的
考
察

、

あ

る

い

は

幼
児

期
の

発
生
的
考
察
は

大
半
の

ケ

ー

ス

で

は

ほ

と

ん

ど

用
い

ら

れ

な
い
、

 

技
法
の

出
現
頻
度
は

、

面
接
の

経
過
だ

け
で

な

く
、

問
題
の

性
格

、

　
ワ

ー

カ

ビ

リ

テ

ィ
、

　
ワ

ー

カ

ー

の

好
み

、

用
い

ら

れ

得
る

時
間
な
ど
に

よ
っ

て

も
影

響
を
う

け
る

、

な
ど

で

あ
る

　

　
　
　
　
（

37
）

　

　

（

83
）

　

　
（
34）
　
　
（
35）
　

　

　
　

　

　
（

36
）

　
　

　

　
　

（

56
）

　

　

　
　

　

　

（
84）

（

口
o

ま
。゚鴇

一

霧
謡”

む

零
戸

鞳
 
゜。

p

む
α
゜。

げ

穹
島

一

塁
゜。

。
…

久
保

、

一

り

刈

ご

杉
本

、

一

り
。゚

の
）

°

　
上

記
の

よ

う

な

而
接
過

程
の

記
述
的
．

質
的
な

分
析
は

、

も
と

も
と
は

治
療
理

論
上
の

概
念
と
し

て

提

唱
さ

れ
た

暖
か

さ

や

共
感

、

ク

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
（

鑓）

ラ

イ
エ

ソ

ト

へ

の

肯
定
的
関
心
（ 、
一 ，

旨
ゆ

×

穹
α

O
餌

爵
ロ
ニ

B
一

霧
¶
）

な
ど

を
、

よ

り

計
量
的
に

行
動
上
の

用
語
で

操
作
的
に

定

義
し
、

そ

の

臨
床
的

効
果
を

実
験
計

画
に

基
づ

い

て

検
証
し
よ

う

と
す
る

機
運
に

拍
車
を
か

け
た

。

そ
し

て
、

実
証
的
な
デ
ー

タ

ベ

ー

ス

に

基
づ

い

て
、

援
助
技
法
の

馨
蓬
め

・

う

と

す
る

方

票
生
ま

れ
た

の

で

あ

る

（

°

；
婁
量

論
卍

窪
ω

葺

論…
夥
纛
Φ
臂

N 工工
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（
14
）

　
　

　
　
　

　
　
　
（
23
）

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　
（

弼）
　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
（
89
）

碧
α

ω

ゲ
o
ω

写
o

笋
一

 

謡
…

霊
の

。

冨
び

一

旨
。゚

脚

智
葛
冨
巳
Φ

碧
α

い
 

＜

ざ

一

〇

刈

汐

武
田

．

立

木
、

一

〇
°。
一

）

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

28
）

　
　
　
　
（

27
）

　

例
え
ぽ

、

Ω
o

崔
雪
Φ

ぼ
（

一

り

刈
一

　
鋤
印
匹
　
一

 

刈
 
）

は

そ
の

後
の

様
々

な

実
験
研
究
の

結
果
を

ま
と

め
、

ω

援
助
者
と
ク

ラ

イ
エ

ソ

ト

が

そ

れ

ぞ
れ
に

期
待
す
る

役
割
が
一

致
し

て

い

る
、

 
両

者
と

も
に

治
療
の

結
果
が

良
い

も
の

に

な
る

と

信
じ
て

い

る
、

偶

両
者
と

も

同
じ

様
な

社
会
的、

文
化
的

、

人
種
的

、

経
済
的
背
景
を

持
っ

て

い

る
、

ω

両

者
と

も
同
じ

様
な

言

葉
を

使
う

、

 

両
者
が

相
互

補
足
的
で

あ
る

か

両
立
的
で

あ
る

場
合
に

、

治
療
関
係
が

促
進
さ

れ
る
、

個
援
助
者
が

示

す

暖
か

さ

や

好
意
が

増
せ

ば
、

ク

ラ

イ
エ

ン

ト

が

援
助
者
に

示

す

好
意
も

次
第
に

増
し

、

物
理

的
に

援
助
老
に

近
づ
い

て

座
る

よ

う
に

な

る
、

Gひ
援
助
者
が

ク

ラ

イ
エ

ン

ト

の

身
振
り
や

手
振
り

、

あ
る
い

は

喋
り

方
を

模
倣
す
る

こ

と

に

よ
っ

て

ク

ラ

イ
エ

ソ

ト

を

援
助
者
に

近
付
け
る

こ

と
が

で

き
る

こ

と

を

報
告
し
て

い

る

（

武
田
・

立

木
、

　
（

89）

一

り

゜。

一

）

。

　
治
療
者
の

取
る
べ

き
効
果
的
な

援
助
行
動
と

は

何
か

を

特
定
化
し

、

そ
れ

を

行
動
上
の

用

語
で

操
作
化
し

、

体
系
だ
っ

て

援
助
技
術
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
（
姐
）

教
え
る

に

し

て

も
、

一

度
に

す
べ

て

の

技
術

を
マ

ス

タ

ー

さ
せ

る

こ

と

は

難
し

い
。

そ
こ

で
、

H
＜
Φ

冤

ら
（

一

り
 
QQ
）

は
、

ω
積
極

的
に

ク

ラ

イ
エ

ン

ト

に

関
心

を
示

す、

 

感
情
を

反
射
す
る、

 

問
題
を

正

確
に

要
約
す
る

と

言
っ

た
3
種
類
の

技
術
を

行
動
の
レ

ベ

ル

で

操
作
的

に

定
義
し

、

か
つ

各
々

の

技
術
を
一

つ

ず
つ

ス

テ
ッ

プ
・

バ

イ
・

ス

テ
ッ

プ

で

カ

ウ

ン

セ

リ

ン

グ
の

初
心

者
に

教
示
し

た
。

そ

し

て
、

こ

の

よ

う

な
ス

テ
ッ

プ
・

バ

イ
・

ス

テ
ッ

プ

の

方
法
を

用
い

る

と
、

上

記
の

3
つ

の

援
助
行
動
が

容
易
に

初
心

者
に

伝

達
さ

れ
、

し

か

も
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　（
41）

れ
を
用
い

て

効
果
的
に

援
助
を

行
う
こ

と
が

で

き
る

事
を

発
見
し

た
。

こ

の

経
験
を

基
に
、

H

＜

塁

（

這
譲
）

や

一

〈
Φ

賓

と

〉
葺
置
奠

　

（

必）

（

一

〇

刈
GQ
）

は
、

援
助
技
術
を

行

動
の

レ

ベ

ル

に

分
解
し

て

操

作
化
し
、

初
心

者
が

体
得
し

易
い

よ

う
に
、

一

つ

ず
つ

ス

テ
ッ

プ
・

バ

イ
・

ス

テ
ッ

プ

で

教
授
す
る

、

し

か

も
ビ

デ
オ

テ

ー

プ

や
ロ

ー

ル

プ
レ

イ
、

ま
た

モ

デ
ル

の

観
察
な
ど

を

活
用
す
る

と

い

う

方
法
を

確
立

す
る

と

と

も
に

、

教
え
る
べ

き
援
助
技
術
の

種

類

を
体
系
的
に

拡
充
し

た
。

こ

れ
が
マ

イ
ク

ロ

・

カ

ウ
ン

セ

リ
ン

グ

方
式
に

よ

る

援
助
技
能
の

訓
練
で

あ
る

。

社
会
福
祉
対
人
援
助
技
術
教
育
の

た
め

の

ハ

イ
パ

ー

メ

デ
ィ

ア

シ

ス

テ

ム

榊
築
に

関
す
る

研
究

二

二

五
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二
二

六

　
い

ま
こ

こ

で

マ

イ
ク

ロ

・

カ

ウ

ン

セ

リ
ン

グ

方
式
で

教
授
さ

れ
る
べ

き

具
体
的
な

技
術
に
つ

い

て

見
る

と
、

以
下
の

ご

と

く
で

あ
る

　
　
　
　
　
　
　

　

　
（

認）
　

　
　
　
　
　
　
　

（
40
）

（

o
宀．

国
く

畧
。。

o
け

pr6

刈
O
い

ア

イ
ヴ

イ
、

一

り

Q 。

 
）

。

　
　
　
a

、

ピ

ン

ト

を

合
わ
せ
、

ク

ラ

イ
エ

ン

ト

に

し
っ

か

り
と
つ

い

て

い

く
「

か

か

わ

り

技
法
」

（

閃
02

ω

冒
σq

穹
ユ

男

亀
o
毛
ゴ
σQ導

o
同

　
　
　
　
　
》
暮
Φ

民
冒
σQ
）

　
　
　
b

、

効
果
的
な

質
問

（

国

藏
亀
く
Φ

ぎ
ρ

巳

煢

自

掣
。

ぼ

お
）

　
　
　
c

、

感
情
の

反
射
（

閑
Φ
識

 
。

鼠
p
αQ

「
Φ
Φ

ぎ
αQ
）

　
　
　
d

、

内
容
の

反

射
（

力

亀
o
。
け

ぼ
αQOo

昌

8
昌

∬

自

勺

贄
巷
ゲ

霽
臨
昌

αq

ρ。

邑
ω
信

置
日
碧
一

N

ぎ
αQ
）

　
　
　
e

、

援
助
者
自
身
の

感
情
を

率
直
に

伝
え
る

（

Oo

目
ヨ
ロ

駄
B
冖

冒
αQ

「
Φ
 

臣
αQ

⇔

包

ぎ
白
 

象
四

昌
）

　
　
　
f

、

効

果
的
な

対
決
（

国
中
OO

→

剛

く
 
　鳧
OO
】
P
｛

目

O
口
け

P
ユ
O
昌
）

　
　
　

　

　
，

　
　
　
9

、

援
助
者
自
身
が
パ

ー

ソ

ナ

ル

に

関
与
す
る

（

ω
。

〒
蝕
。・

90
。・

母
Φ
）

　
　
　
h

、

効
果
的
な

場
の

構
成

（

国

中
 
o

口
く
 

ω

霞
口

o

ε
目

冒
αq
）

　
マ

イ

ク

ロ

カ

ウ
ン

セ

リ

ン

グ

は
、

過
去
二

十
五

年
間
に

渡
っ

て

研
究
さ

れ
て

来
た

。

こ

の

間、

た

と

え
ば

上

記
の

マ

イ

ク

ロ

・

ス

キ

ル

の

う
ち

か

か

わ

り

技
術
だ

け
に

関
し
て

も
、

約
二
五

〇
近
い

調
査
研
究
が

行
わ

れ
、

そ
の

臨
床
的

効
果
が

検

証
さ

れ
て

き
た

（

阜
H

〈
 

審

　
（

41）
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

“
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（

19）

一

り
『

ご
一

〈
Φ

賓

碧
儀

〉
昇
ぼ
Φ

ジ

一

り
刈
G 。

脚

U9

艮
Φ

ゲ
一

り
c 。

0
）

。

こ

れ
ら

の

調
査
は

ま

た
、

か

か

わ

り

行
動
と
い

う
も
っ

と

も

基
本
的
な

対
人

援
助
技
術
が
、

様
々

な

分
野
の

専
門
家
や

非
専
門
家
に

極
め

て

効

率
よ

く
教
授
さ

れ
る

事
を
示

し
て

い

る
。

B
　
日

本
に

お
け

る

実
証

的

研

究

　
米

国
に

お

い

て
一

九
五

〇
年
代
後
半
か

ら
六

〇
年
代
前
半
に

か

け
て

、

卩

ジ

ャ

ー

ス

派
の

心

理

学
者
が

面
接
過
程
の

ミ

ク

ロ

な

質
的
分

析
を

行
い

、

援
助
者
の

行
動
が

被
援
助
者
に

与
え
る

効

果
に

つ

い

て

検
討
を
開
始
し

た
の

と

ほ

ぼ
同
時
期
に

、

わ
が

国
で

も

佐
治
守
夫
を

N 工工
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（

75）
　
　
　
　

（

76
）

中
心
と
し

た

グ

ル

ー

プ

は

非
支
持
療
法
の

面
接
過
程
に

つ

い

て

詳
細
な

構
造
分
析
を

行
っ

て

い

た

（

佐
治
・

片
口

、

一

8
 

脚

佐
治

、

一

8
ご

　

　
　

　
　
（

98
）

山
本
ら
、

一

〇

爵
）

。

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　
ハ

92V

　

し

か

し
、

わ

が
国
で

は

面
接
過
程
の

記
述
的
な

分
析
を
も
と

に
、

た

と

え

ぽ

→
→
口

⇔

×

と

〇
四

蒔
巨
中

（

6
 
刈
）

が

先
鞭
を
つ

け
た

よ

う

に
、

治
療
理
論
上
の

概
念
と

し
て

提

唱
さ

れ
た

暖
か

さ

や

共

感
、

ク

ラ

イ
エ

ン

ト

へ

の

肯
定
的
関
心

な
ど

を
、

行
動
上
の

用
語
で

操
作
的

に

定
義
し

、

そ
の

臨
床
的

効
果
を

実
験
計
画
に

基
づ

い

て

検
証
し

よ

う
と

す
る

動
き
は

大

き
な

運
動
と

は

な

ら
な
か
っ

た
。

一

九
六

〇
年

代
後
半
以
降
の

、

わ

が

国
に

お

け
る
ロ

ジ

ャ

ー

ス

派
心
理

学
者
の

研
究
を

総
括
し

て
、

行
動
療
法
家
の

久

野
能
弘
は

以

下
の

よ

う
に

批
判

し

て

い

る
。

　

　
　

　

本
来
ロ

ジ

ャ

ー

ス

の

特
徴
は

徹
底
し

た

ク

ラ

イ
エ

ソ

ト

サ

イ

ド

に

立
っ

た

経
験
主

義
と

実
証
主
義
に

あ

り、

そ
の

研
究
者
と
し

　

　
　

て

の

姿
勢
に

フ

ロ

イ

ト

的
な

権
威
主

義
や
教

条
主

義
へ

の

歯
止
め

が

あ
っ

た
。

研
究
者
と
し

て

の

彼
は

常
に

他
の

科
学
者
の

同

意

　

　
　

が

得
ら

れ
る

水

準
で

の

科
学
性
を

も
っ

て

い

た

が
、

一

面
で

の

哲
学

的
な

主

観
性
と

の

矛
盾
を

解
決
し

得
な
い

で

い

た
。

　

　
　

　
一

方
、

わ
が

国
の

ロ

ジ

ャ

リ

ア
ン

の

特
徴
は

こ

の

中
、

哲
学
的
な

主

観
性
の

み

を

好
ん

で

受
け
入

れ
る

こ

と
で

、

客
観
的
で

綿

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　（
57）

　

　
　

密
な

治
療
過
程
の

分
析
を

怠
っ

た

こ

と

に

あ
る

（

久

野
、

6
り

P

歹
一

〇
q
）

。

　
一

九
六

〇
年
代
後
半
か

ら
一

九
七

〇
年
代
に

か

け
て

は
、

た
し

か

に

久

野

（

6
り
O
）

が

指
摘
す
る

よ

う
に

、

わ

が

国
で

は

対
人

援
助
行

動
に

関
す
る

実
験
計

画
に

基
づ

い

た

計
量

的
研
究
は

軽
視
さ

れ
た

。

ま

た

実
証
主

義
や

計
量

主
義
を

第
一

に

唱
え
る

行
動
療
法
は

、

わ
が

国
の

心

理

療
法
界
で

の

橋
頭
堡
を

築
く
こ

と
に

専
心
し

て

お

り
、

本
来
ロ

ジ

ャ

ー

ス

派
の

な
わ

ば
り

と

考
え

ら
れ
た

援
助
者
の

態
度
的
側

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　
（
89）

面
に

ま
で

積
極
的
に

踏
み

込
ん

で

実
証
的
な

議
論
を

す
る

と
い

う

状
況
に

は

な
か
っ

た
（

武
田
・

立

木
、

6c
。

一

）

。

例
外
的
に

、

社
会
心

理

学
老
の

マ

イ
ケ

ル

・

ボ

ン

ド

を

中
心
と

し

た

グ
ル

ー
。

フ

は
、

ワ

ー

カ

ー

・

ク

ラ

イ
エ

ン

ト

関

係
に

つ

い

て

踏
p。
自

や

》

茜
覧
 

、

あ
る
い

は

ζ
 

耳
 

ぼ
四
昌

な
ど
の

非
言

語
的
コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー
シ

ョ

ン

論
の

枠
組
み

か

ら
、

わ
が

国
に

お

け
る

追
試

研
究
を

、

こ

の

時
期
に

い

く
つ

か

　

　
　

社
会
福
祉
対
人

援
助
按
術
教
育
の

た

め

の

ハ

イ
パ

ー

メ

デ

ィ

ア

シ

ス

テ

ム

構
築
に

関
す
る

研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二

二

七
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二

二

八

行
っ

て

い

る
。

　
　
　

　
　
（

81）

　
白
石

（

一

り

刈
b ⊃

）

は
、

三

二

名
の

大

学
生
を
対

象
に

、

面
接
者
の

前
傾
姿
勢
が

被
面
接

者
に

あ
た

え
る

影
響
に

つ

い

て

調
査
し

た
。

そ

れ

に

よ

る

と
、

垂
直
線
に

対
し

て

約
二

〇
度
前
傾
し

た

姿
勢
は

垂
直
線
に

た

い

し

て

約
二

〇
度
後
傾
し

た

姿
勢
と
比
べ

て
、

肯
定

的
な

態
度

を

伝
達
し

、

被
面
接
者

を
よ

り
リ

ラ

ヅ

ク
ス

し

た

状
態
に

導
い

た
。

被
面
接
者
の

リ

ラ

ッ

ク

ス

の

状
態
は
、

前
傾
姿
勢
で

は

男
女
と

も
面

接
中
の

身
体
の

動
き
が

増
え

る

こ

と

や
、

質
問

さ
れ
て

か

ら

応
答
す
る

ま
で

の

時
間
が

早
く
な
る

、

言

葉
数
が

増
え
る
、

更
に

女
子
学
生

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
（
60
）

　
　
（

61）
　
　
　

　

（
弱
）

で

は

視
線
を

合
わ
せ

る

回

数
が

増
え

る

な
ど
か

ら

確
か

め

ら

れ
た

。

ζ
Φ

ぴ

鑓
げ

ド
づ

（

一

霧
。゚

P
一

霧
。゚

げ

b
巳
一

り

＄
）

は

後
傾
姿
勢
が

否
定
的

な

態
度
を

伝
達
す
る
と

報
告
し

て

い

る

が
、

こ

の

研
究
は

文
化
背
景
の

異
な
る

円

本
で

も
事
情
が

変
わ

ら

な
い

こ

と

を

確
認
す
る

も
の

と

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
（

13
）

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
（

12
）

な
っ

た

（

ボ

ン

ド
・

白

石、

這
蕊
い

しd
。

巳
p。

民
ω

ぼ

邑
玲
一”

δ

設
）

。

　
　
　

　
　
（

53）

　
児
玉

（

一

り
刈
笛
）

は
、

三
二

名
の

大

学
生
女
子
を

被
験
者
に
、

面

接
者
が

被
面
接
者
を

ω

凝

視
す
る

か

し

な
い

か
、

ω

正

面
に

相

対
す
る

か
、

九

〇
度
斜
め

に

す
わ

る

か

で
、

被
面
接
者
の

面
接
に

対
す
る

不

安
や

好
悪
の

感
情
に

違
い

が

生
ず
る

か

を

実
験
的
に

調
査
し

た
。

そ

の

結
果

、

面
接
者
が

被
験
者
と

正

面
か

ら

相
対
し

て

座
っ

た

と

き
に

は
、

九

〇
度
斜
め

に

座
っ

た

時
と

比
べ

て

被
験
者
の

「

笑
い
」

が

増

え
た

。

ま

た
、

面
接

者
が

被
験
者
を

凝
視
し

て

い

る

時
に

「

笑
い
」

が
一

番
多
く
観
察
さ

れ

た
。

ま

た
、

面
接
者
が

相

対
し

被
験
者
を
凝

視
し

た
と

き
に

、

面

接
者
は
一

番
「

協
調
的
」

で

「

丁

寧
」

で

あ

る

と

評
価
さ

れ
た

。

一

方
、

緊
張
の

指
標
で

あ
る

身
体
の

セ

ル

フ

マ

ニ

ピ

ュ

レ

ー

シ

ョ

ン

で

は
、

面
接
者
が

被
験
者
と

九

〇
度
斜
め

の

位

置
に

座
り、

被
験
者
を

凝

視
し

た

場
合
に

、

足
の

セ

ル

フ

マ

ニ

ピ

ュ

レ

ー

シ

ョ

ン

が
一

番
多
く

観
察
さ

れ
た

。

　
　
　

　
　
（

39）

　
池
田

（

一

り

認
）

は
、

　
「

自
身
の

心

理

的
な

悩
み
や

問
題
が
、

他
者
に

よ
っ

て

評
価
さ

れ
る

の

で

は

な
い

か

と

感
ず
る
」

時、

人
は

緊
張

し
、

防
衛
的
に

な
る

こ

と

を

実
証
的
に

示
し

た
。

実
験
で

は
、

三

〇
名
の

大
学
生
を
二

群
に

分
け
て

面

接
を

行
な
っ

た
。

実
験
群
で

は
、

「

こ

れ
か

ら

面
接
者
が

被
験
者
の

心
理

的

問
題
に
つ

い

て

評
価
を

行
な
い

ま

す
」

と

伝
え
た

。

一

方、

コ

ン

ト
ロ

ー

ル

群
に

は

事
前
に
、
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心

理

的
な

問

題
に

つ

い

て

の

評
価
を

行
な
う

と
い

っ

た

説

明
は

し

な

か
っ

た
。

そ
の

結
果

、

実
験
群
で

は

面
接
が

経
過
す
る

に

つ

れ
、

面

接
者
と

視
線
を

合
わ

せ

る

回

数
が
コ

ソ

ト

ロ

ー
ル

群
と

比
べ

て

有
意
に

減
少
し

、

ま
た

面
接
者
が

「

無
責
任
で

乱
暴
で

あ
る
」

と

感
じ

る

こ

と

を

明
ら

か
に

し

た
。

駒
井
（

転
艶

は
・

面

霧
面
に

お

い

て
・

面

馨
が

被
験
者
を

見
つ

め

た

場

倉
、

視
線
を
は

ず
し
た

場
合
の

違
い
、

お

よ

び

鏖

者
と

被
験
者
が

互
い

に

見
つ

め

あ
っ

た

場
合
の

心

理
的

効
果
に

つ

い

て

調
査
し

た
。

対

象
は

十
六

名
の

大
学
生
で

あ
る

。

実
験
の

結
果
は

予
想
に

反
し
、

面
接
者
が

被
験
者
に

視
線
を

見
つ

め

た

場

合
に

は
、

被
験
者
は

「

よ

り
こ

わ

さ
」

を

感
じ

、

「

よ

り

内
向
的
に

な
っ

た
」

と

答
え
た

。

更
に

、

被
験
者
の

身
体
の

動
き
は

減

少
し

横
向
き
に

な

り
が

ち

に

な
る

な

ど
、

被
験
者
の

不

安
感
の

非
言
語
的
な

指
標
が

有

意
に

増
大
し

た
。

ま

た
、

実
験
者
の

指
示
に

よ

り

被
験
者
が

面
接
者
を

見
つ

め

る

よ

う
に

し
た

場

合
、

被
験
者
が

自

分
自

身
の

身
体
を

触

る

行
動
は

有
意
に

増
加
し

た
。

こ

れ

も
被
験
者
自

身
の

緊
張
や

不

安
の

非

言
語
的
な

指
標
で

あ
る

。

最
後
に

、

面
接
者
と

被
験
老
が

互
い

に

見
つ

め

合
っ

た

場

合
に

は
、

そ

う
で

な
い

場
合
と

比
べ

て

有
意
な

差
は

生
じ

な
か
っ

た
。

》
H
αq
絶
Φ

ら
の

研
究
に

よ

れ

ぽ
、

対
面
者

間
の

関
係
が

肯
定
的
な

ら
ぽ

視
線
の

コ

ソ

タ

ク

ト

量
は

増
え

、

緊
張
的
な

関
係
な

ら

ぽ

視
線
の

コ

ン

タ

ク

ト

量
は

減
る

（

〉
→

αQ
胤
Φ

節
口
α

∪

舞

義
・

し

か

し

な
が

ら

」
方
的
に

見
つ

め

ら
れ

る
と
い

う
の

は

不
快

鼕
与
え
・

（

≧
σ・

旨
匿

羞

豊

臨
．

・

た
、

実
験
的
な
状
況
で

会
話
を

禁
じ

ら

れ
互
い

に

見
つ

め

合
う
こ

と

を

強
い

ら
れ
る

場
合
に

は
、

皮
膚
の

電
気
抵
抗
値
や

心

泊
数
が

増
加

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

25）

す
る

こ

と

が

知
ら

れ
て

い

る

（

（

甲

傍一
 

　
 
梓

　
⇔
一

↓

　

一

り

『
GO
）

。

岩
田

（

ミ
艶

は
・

＋
六

名
の

大
学

生
を

対
象
に
・

面
接
者
と

被
験
者
の

物
理
的

距

肇
被
験

耄
与

砦
影

響
を

調
査
し

た
。

そ
の

結
果

、

両
者
の

距
離
が
一

メ

ー

ト

ル

の

場
合
と

比
べ

て
、

そ
れ
が

近
い

（

三

ニ

セ

ソ

チ
）

場

合
、

被
験
者
は

動
揺
や

不

安
感
を

報
告
し
、

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
（

6
）

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
（
4

）

視
線
も

外
ら
せ

が

ち
に

な
・

・

と

雰
か

・

た
．

距
離
に

関
し

て
、

言
旨
と

。
・
餌

ロ

（

霪
童
H
・q

旨
Φ

三
昌
・Q
財
p

ヨ
（

H

§
饑

二

者
間
の

距

離
が

増
大
す
る

に

つ

れ
て

見
つ

め

た

り
、

互
い

に

見
つ

め

合
う

回

数
が

高
ま
る

こ

と

を

確
認
し

て

い

る

（

〉

品
質
 

し
り

。。

。。

）

。

社
会
福
祉
対
人
援
助
技
術
教
育
の

た

め

の

ハ

イ

パ

；

メ

デ

ィ

ア

シ

ス

テ

ム

構
築
に

関
す
る

研
究

二

二
九
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；
二

〇

し

か

し

同
時
に

、

岩
田

の

研

究
で

は

距
離
が

近
い

場

合
、

面
接
者
に

は

「

誠

実
な
」

、

「

清
潔
な
」 、

「

て

い

ね
い

な
」

と
い

っ

た

肯
定
的
な

評
価
も

被
験
者
は

行
な
っ

て

い

る
。

ま

た
、

被
験

者
が

面
接
者
の

目

を
見

る
こ

と

と
、

被
験
者
が

面
接

者
を
よ

り

「

積
極
的
」

で

あ
る

と

感
じ
、

ま
た

自
分
自
身
は

「

軽
率
」

な

く
ら
い

に

「

強
い

感
情
」

持
つ

こ

と

と
の

間
に

は

正
の

相
関
が

あ
る
こ

と

も
分
か
っ

た
。

　

以
上

の

様
に

、

援
助
関
係
に

お

け
る

非
言
語
的
行
動
の

効

果
に

関
し

て

は
、

い

く
つ

か

の

実
験
的

研
究
が
一

九
七

〇
年
代
の

初
頭
に

行

わ

れ
て

い

る

が
、

ア

メ

リ

カ

に

お

け
る

研
究
と

比
べ

て

そ
の

絶
対

量
は

圧
倒
的
に

少
な
い

。

C
　
わ

が
国
に
お

け

る

対
人

社
会

福
祉

援
助
面

接

過
程
の

構
造
分
析

　

わ
が

国
で

は
、

臨
床
的
エ

ク

ス

パ

ー

タ

イ

ズ

に

基
づ

く
援
助
技
法
の

諸

原
則
は

様
々

な

技
法
書
に

く
わ

し

い

が
、

そ

れ
ら
を

実
証
的
に

検

討
し

た

研
究
は
一

九
八

〇
年
代
に

至
る

ま
で
、

非
常
に

手

薄
で

あ
っ

た
。

こ

の

よ

う

な

風
土
の

な
か

で
、

一

九
八

〇
年
代
の

半
ば
よ

り

杉

本
照
子
を

中
心
と

し

た

グ

ル

ー

プ

は

方
法

論

的
に

は
、

ち
ょ

う
ど
ポ

リ

ス

が
一

九
六

〇
年
代
に

試
み

た

対
面
的
援
助
関
係
の

記
述
的
な

分
析
法
を

踏
襲
し

、

技
法
の

分
類
に

関
し

て

は

ア

イ
ヴ
ィ

ら
の

マ

イ
ク

ロ

・

カ

ウ

ン

セ

リ
ソ

グ

技
法
や

対
面

的
社
会
福
祉

援
助
の

技
法

書

　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
（
31）

（

ρ

αQ
こ

寓

8
鬢
曾
ひ

。

巳

訂
諺
 

ジ

ら
。゚

軌

）

を

参
考
に

「

ソ

ー

シ

ャ

ル

ワ

ー

カ

ー

の

と

る

適
切
で

有
効

な
行

動
」

（

す
ち
わ

ち
ス

キ
ル

）

に

つ

い

て

二

八

項
口
に

わ

た

る
独

自
の

カ

テ
ゴ

リ

ー

を

作
成
し

、

地
道
な

面
接
過
程
の

構
造
分
析
を

開
始
し

た
。

二

八

項
目
の

ス

キ

ル

は

大

別
す
る

と
、

ω
ワ

ー

カ

ー

の

非

言
語
的
な

行

動
に

関
す
る

ス

キ

ル
、

吻
ク

ラ

イ
エ

ン

ト

観
察
の

た

め

の

ス

キ

ル
、

 
言

語
的
に

相
手
に

し
っ

か

り
つ

い

て

行
き

、

焦
点
を

当
て
、

探
索
す
る
ス

キ
ル

、

叫

変
革
を

目

指
し

た

ス

キ

ル
、

の

い

ず
れ
か

に

分
類
さ

れ
る

。

　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
（

翻）

　
南
．

武
田
．

杉

本
（

一

り
Q 。

O
）

は
、

3
事

例
に

つ

い

て

実
際
の

イ
ン

テ

ー

ク

面

接
で

用
い

ら

れ
た
ス

キ

ル

の

頻
度
が
、

事
例
問
や

あ
る

い

は
一

回
の

面

接
の

経
過
中
に

ど
う

変
化
す
る

の

か

に

つ

い

て

記

述
的
な

報
告
を

行
っ

て

い

る
。

実
際
の

分
析
の

対
象
と

な
っ

た
の

は
、

 
言

語
的
に

相
手
に

し
っ

か

り
つ

い

て

行
き、

焦
点
を

当
て

、

探

索
す
る
ス

キ

ル
、

お

よ

び

ω
変
革
を
目

指
し

た
ス

キ
ル

で

あ
っ

た
。

そ

の

結
果

、

イ

ン
一
71
ー

ク

時

な
ど

問
題

を

特
定
す
る

た

め

に

探
索
し

て

い

く
段

階
で

は
、

　
「

共

感
的

応
答
」

、

「

最
小
限
の

励
ま

し
」

、

「

閉
じ

N 工工
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ら

れ

た

質
問
」

、

「

開
か

れ
た

応
答
」

、

「

情
報
収
集
」

と

い

っ

た

ス

キ

ル

が

共
通
し

て

高
頻
度
で

用
い

ら
れ
る

こ

と
が

実
証
さ

れ

た
。

　
と
こ

ろ

で
、

杉
本
ら
の

グ

ル

ー

プ

の

そ
も
そ
も
の

目
的
は
、

ソ

ー

シ

ャ

ク

ワ

ー

ク

実
践
の

基
本

的
構
成
要
素
を

「

価
値
（

倫
理
）

」

、

「

目

的
」 、

「

知
識
」 、

「

技
術
」

、

「

教
育
」

の

五
つ

に

ま

と
め

、

こ

れ
ら

の

要
素
が

医
療
ソ

ー
シ

ャ

ル

ワ

ー

ク

の

実
際
の

面
接
の

中
で

、

ど

の

よ

う

な

形
で

あ
ら

わ

れ
る

の

か

を

分
析
す
る
こ

と
で

あ
・

た

（

南
・

武

甲

葉
…
齢

．

・

従
・

て
、

彼
ら
が

注
目

す
・

の

は
、

靉

の

な
か

で

ワ

ー

カ

ー

は

ク

ラ

イ
エ

ソ

ト

の

ど
の

よ

う
な

点
を
観
察
し
、

そ

れ
に

応
じ
て

ど
の

よ

う

な

非
言

語
的
メ

ッ

セ

ー

ジ

を

送
っ

た

か
、

あ
る

い

は

ク

ラ

エ

ン

ト

の

一

つ

一

つ

の

陳
述
か

ら
ソ

ー

シ

ャ

ル

ワ

！

カ

ー

は

何
を

考
え
て

、

ど
の

よ

う
に

ア

セ

ス

メ

ソ

ト

を

行
っ

て
、

適
切
と

思
わ

れ
る

ど
の

よ

う

な

応
答
を

与
え

た
か
、

と
い

う
点
に

あ
る

。

　

以

上
の

様
な

当
初
の

目
的
か

ら

す
る

と
、

南
ら

の

研
究
で

は
、

ワ

ー

カ

ー

が

面
接
の

ス

キ

ル

を

実
行
す
る

際
に

基
づ

い

て

い

る

と

考
え

ら
れ

る
ア

セ

ス

メ

ン

ト

の

分
析
枠
組
み

や
、

ま
た

こ

の

ア

セ

ス

メ

ン

ト

が

ど
の

よ

う
な

価
値
や

知
識
に

基
づ

い

て

行
わ

れ
る

か

と

い

う
、

ワ

ー

カ

ー

自
身
の

認
知
的
な
プ
ロ

セ

ス

に

関
す
る

分
析
は

今
後
の

課
題
と

し

て

残
さ

れ
て

い

る
。

こ

の

点

ξ
い

て
・

米

本

安
井
（

ド

゜
c・

鞠．

も

実
践
過
程
に

お

け
る

知

撃
理

論
か

ら
の

擢
論
的
パ

・

ダ

イ
・
L

の

無
意
識
的

な

処

理
に

つ

い

て

は

言
及
す
る

も
の

の
、

そ
の

過
程
を

具
体
的
に

は

ど

う
表
現
す
る
の

か

に

つ

い

て

は

触
れ
て

い

な
い

。

そ
の

意
味
で

は
、

ポ

リ
ス

や
ア

イ

ヴ
ィ

ら
の

ア

プ
ロ

ー

チ

で

も、

実
際
に

取
り
上

げ
ら

れ

分
析
さ

れ
て

い

る

の

は

目
に

み

え
る

行
動
上
の

ス

キ

ル

で

あ
り

、

「

ど
の

場
面
で

は

ど

の

・

う

な

判

断
に

も
と
つ

い

て

ど
の

ス

キ

ル

荒
い

・

か
」

に

學
・

認
知

的
フ

．

セ

乏
つ

い

て

は
、

そ

纔
要

性
は

繰
り

返
し

指
摘
さ

れ
る

も
の

の
、

体
系
的
な

取
り

組
み
は

行
わ

れ
て

い

な
い

（

写
3
♂

同

く
Φ

図

倉。

a
睦
日
Φ

吋
1Uo

鼠
昌
σq堵

巳
。。

刈
）

。

D
　

教
育
内
容
に
関

す
る

先
行
研
究
の

ま
と

め

　

援
助
を

目

的
と

し

た

治
療
的
関
係
は

、

一

面
に

お
い

て

科
学
で

あ
る

と

同

時
に

、

ま

た

ア

ー

ト

で

も
あ

り
、

援
助
者
の

示

す
態
度
と

援

助
技
法
を
分
け
て

取
り

扱
う
こ

と

は

出
来
な
い

と
、

長

年
考
え
ら

れ
て

来
た

。

し

か

し
、

一

九
六

〇
年
代
半
ば

以
降、

援
助
老
の

も
つ

治

　

　

　

社
会
福
祉
対
人
援
助
技
術
教
育
の

た
め

の

ハ

イ

パ

ー

メ

デ
ィ

ア

シ

ス

テ

ム

構
築
に

関
す
る

研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二一

三

N 工工
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二

三

二

療
的
要
因
を

実
証
的
な

観
点
か

ら

分
析
し

よ

う
と

す
る

研
究
者
が

北

米
で

数
多
く

現
れ

た
。

こ

の

様
な

研
究
は

、

ま

ず
専
門

家
が

ど
の

よ

う

な
ス

キ

ル

を

実
際
に

用
い

て

い

る
の

か

を

検
討
す
る

質
的

・

記
述
的
調
査
か

ら
は

じ
ま

り
、

行
動
上
の

用

語
で
ス

キ
ル

を

操
作
化
し

、

そ
の

効
果
を

実
験

計
画
に

基
づ
い

て

評

価
す
る

研
究
へ

と

至
っ

た
。

過
去
二

五

年
に

わ
た

る

こ

の

よ

う

な

調
査
結
果
を
ふ

ま

え
て

、

ア

イ

ヴ

ィ

ら
は

カ

ウ

ン

セ

リ

ン

グ

の

た

め

の

マ

イ
ク

ロ

ス

キ
ル

の

体
系
化
を

進
め

た
。

　
一

方
、

わ
が

国
で

は

援
助
ス

キ
ル

に

関
す
る

基
礎
的

な

研
究
で

は

北
米
に

大
幅
な
お

く
れ

を
と
っ

た
。

現
実
に

は

幾
多
の

援
助
技
法
書

が

存
在
す
る
が
、

そ
こ

に

盛

り
込
ま

れ
た

技
法
の

効

果
や

妥
当
性

を
、

わ
が

国
の

文
化
や

祉
会
の

申
で

保
証
す
る

実
証
的
基

盤
は

脆
弱
で

あ
る

。

こ

の

よ

う

な

風
土
の

中
に

あ
っ

て
、

杉
本

ら
の

グ
ル

ー

プ

は
、

一

九
八

〇
年
代
の

半
ば

よ
り

、

現

実
の

対
人
援
助
関

係
の

な
か

で

は

ど
の

よ

う

な
ス

キ

ル

が

多
用
さ

れ
て

い

る

の

か
、

検

討
を

始
め

た
。

ゆ

く

ゆ

く
は

、

こ

の

よ

う
な

記
述
的
な

研
究
に

基
づ

い

て
、

そ
れ

ぞ
れ
の

ス

キ
ル

の

実
際
の

効
果
を

検
討
す
る

実
験
的
な

研
究
が

進
め

ら
れ

る

必

要
が

あ
る

だ

ろ

う
。

　

最
後
に
、

北
米

．

日

本
を

通
じ

て
、

い

ま

ま
で

の

援
助
ス

キ

ル

に

関
す
る

研

究
が

共
通
し

て

捉
え

ぎ
れ
て

い

な
い

領
域
と
し

て
、

援
助

者
の

内
面
の

認
知
的
な
プ

ロ

セ

ス

が

浮
か

び

上

が
っ

た
。

実
際
の

援
助
場

面
で

援
助
者
は

ど
の

よ

う
な

知

識
や

判
断
に

基
づ

い

て

援
助
ス

キ

ル

を

実
行
し

て

い

る

の

か
、

こ

の

よ

う

な
い

わ
ば

援
助
者
の

認
知
的
ス

キ
ル

に

関
し

て

は
、

有
力
な

研
究
は

存
在
し

て

い

な
い

。

　

杉
本

ら
の

グ

ル

ー

プ

が

指
摘
す
る

よ

う
に
、

ソ

ー

シ

ャ

ル

ワ

ー

カ

ー

は
、

そ
の

相
互
の

や
り

と

り
の
一

瞬
一

瞬
に

何
を

「

目

的
」

と

し

て

い

た
か
、

的
確
な
ア

セ

ス

メ

ン

ト

を

行
う

た
め

に

ど
の

よ

う
な

「

知
識
」

に

基
づ

い

て

情
報
を

収
集
し

た

か
、

ク

ラ

イ
エ

ン

ト

の

陳
述

や

感
情
に

対
し

て
、

ど
の

よ

う
な

「

役
割
」

に

立
ち
、

ど
の

よ

う

な

「

技
術
（

ス

キ
ル

）

」

を

用
い

て

応
じ
た

か
、

さ

ら
に

は

専
門
家
と

し
て

ど
の

よ

う

な

「

価
値
」

に

基
づ

き
、

ど
の

よ

う
な

「

態
度
」

で

接
し

た

か
、

な
ど

を

明
示

化
す
る

こ

と

が

極
め

て

重

要
で

あ
る

。

し

か

し
、

第
三

者
に

よ

る

観
察
や

概
念
の

操
作
化
の

極
め

て

困

難
な
認

知

的
プ
ロ

セ

ス

に

対
し
て

、

行
動
主
義
的
な
パ

ラ

ダ

イ
ム

（

概
念
を

行
動
上
の

用
語
で

操
作
化
し

、

そ

の

効
果
を

実
験
計
画
に

基
づ

い

て

評
価
す
る

こ

と
）

か

ら

研
究
を

行
う
こ

と
に

は

問
題
が

あ
る

の

か

も

N 工工
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し

れ
な
い

。

　
結
論
と

し

て
、

行
動
上
の

ス

キ
ル

に

つ

い

て

は
、

そ
の

効
果
や

妥
当
性
に

つ

い

て

わ
が

国
の

サ

ン

プ

ル

を

使
い

実
証
的
に

検
証
を

進
め

る

こ

と
に

よ

っ

て
、

援
助
者
の

行
動
上
の

ス

キ
ル

を

体
系
化
し

て

ゆ
く
こ

と

が

可
能
と

な
る

だ

ろ

う
。

こ

れ
は

、

対
人
社
会
福
祉
援
助
技

術
の

教
育
内
容
に

実

証
的
な

基
盤
を

与
え

る

も
の

と

な
る

。

し

か

し

そ
の
一

方
で

、

実
際
の

面
接
の

場
面
で
、

援
助
老
が

動
員
す
る

内
面

の

認
知
的
過
程
に

関
し

て

は
、

そ

も
そ
も

そ

れ
を

ど
の

よ

う
に

具
体
的
に

記
述
し

、

表
現
す
る
べ

き
か
、

そ
の

パ

ラ

ダ

イ

ム

さ
・
兄

確
定
し

て

い

な
い

の

が

実
状

な
の

で

あ
る

。

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　Servloe
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対
人

援
助
行
動
の

効
果
に

関
す
る

実
験
的
研
究
も

、

ま
た

そ

れ
に

基
づ

い

た

ア

イ
ヴ

ィ

や
エ

ヴ
ァ

ン

ス

ら
の

マ

イ

ク

ロ

カ

ウ

ン

セ

リ

ン

グ
・

ア

プ

ロ

ー

チ

や
プ
ロ

グ
ラ

ム

学
習
ア

プ

ロ

ー

チ

も
、

そ
の

基
本
的

な

教
育
の

パ

ラ

ダ

イ
ム

は

行
動
主

義
心

理
学
に

基
づ

い

て

い

る
。

行
動
主

義
的
な

教
育

法
は
、

細
分
化
さ
れ

た

単
独
の

技
法
の

体
得
に

は

有
効
か

も
し

れ
な

い

が
、

そ
れ

を

「

い

か

に

適
切
に

臨
床
場

面
で

統
合
す
る

の

か
」

に

関
す
る

臨
床
的
判
断
や

意
思

決
定
の

訓
練
な
ど
の
、

い

わ
ば
「

認
知
的
ス

キ

ル
」

の

学

習
と
い

っ

た

領
域
で

は
、

様

々

な

限
界
が

あ
る
（

8
ら

碁
難
b・
即

ξ

岔
り
・゚

望
以
下
で

は
・

認
知
的
ス

キ

ル

を

警
す
る

際
の

行
動
主

義
的
な
パ

・

ダ

イ
・

の

限
界
を

具

体
的
に

考
察
し
、

こ

れ
に

代
わ
る

新
た

な

枠
組
み

と
し

て

認
知
科
学
的
パ

ラ

ダ

イ
ム

を

提
示
す
る

。

そ
し

て
、

こ

の

新
し

い

枠
組
み

に

立
っ

て
、

認
知
的
ス

キ
ル

の

学
習
を

保
証
す
る

ひ

と
つ

の

具

休
的
モ

デ
ル

と

し

て
、

ハ

イ
パ

ー

テ

キ

ス

ト

あ
る

い

は

ハ

イ
パ

ー

メ

デ
ィ

ア

環
境
を

提
示
す
る

。

社
会
福
祉
対
人
援
助
技
術
教
育
の

た

め

の

ハ

イ

パ

ー

メ

デ
ィ

ア

シ

ス

テ
ム

構
築
に

関
す
る

研
究

二一
二一
二
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二

三
四

A
、

行

動
主
義
的
パ

ラ

ダ
イ
厶

の

限

界

　

ス

キ

ナ

ー

流
の

行
動
理

論
に

基
づ

く
教

育
法
の

初
期
の

代
表
的
な

成

果
は

、

テ

ィ

ー

チ

ン

グ

マ

シ

ン

や
プ

卩

グ

ラ
ム

学

習
、

あ
る

い

は

ド

リ

ル

・

ア

ン

ド
．

。
フ

ラ

ク

テ
ィ

ス

式
（

以
下
ド
リ

ル

帳
式
と

略
）

の

CAI

（

Oo

白
弓

葺

興

〉
の

ω

舛
a
貯
の

跨
醍
6
冖

δ
P
コ

ン

ピ
ュ

ー

タ

支
援
学

習
）

で

あ
り

、

さ
ら
に

語
学
教
育
の

LL

（

冨
品
驀
ゆq
Φ

い
，・

げ
o

冨
8
蔓
）

で

あ
っ

た
。

こ

れ

ら
の

教
育
法
の

理
論
的
基
盤
は

ど

れ

も、

　
「

先
行
刺
激
．

反
応

．

随
伴
結
果
」

と
い

う

三

項
か

ら

行
動
の

記
述
・

予
測
・

統
制
を

行
う

オ
ペ

ラ

ン

ト

学
習
の

理

論
で

あ
っ

た

　

　
　

　

　
（

29）

（

浜
野

、

鞳
c。
c。
）

。

し

か

し
、

そ
の

後
の

実
践
の

中
か

ら
、

オ

ペ

ラ
ン

ト

学
習
だ

け
に

基
づ

く
教
育
モ

デ
ル

に

は
、

疑
問
や

批
判
が

投
げ
か

け

ら

れ
る

よ

う
に

な
っ

た
。

　

例
、

兄

ば
、

ス

キ

ナ

ー

流
の

オ

ペ

ラ

ン

ト

学
習
に

よ

る

語
学
教
育
は

、

五

〇
年

代
後
半
か

ら
六

〇
年
代
に

か

け
て

LL

（

ピ

穹
窃q9

σq
Φ

い

菩
？

冨
8
昌
）

と

し

て

開
花
し

た
。

LL

で

は
、

ち
ょ

う
ど
マ

イ

ク

ロ

カ

ウ
ン

セ

リ

ン

グ

法
の

よ

う
に

、

教
習
す
べ

き
言
語
を
い

く
つ

か

の

言
い

回
し

の

パ

タ

↓
に

細
分
化
し

て
、

手
本
を

示
し
、

学
習
者
は

そ
れ

を

何
度
も

響
返
す
（

男

量
む
 
吻〜

嵳
二
華

・

こ

の

よ

う

な

ス

キ

ナ

ー

流
の

言

語
学
習
モ

デ
ル

に

対
す
る

批

判
は

、

手
本
と

な

る
セ

ソ

テ
ソ

ス

の

繰
り

返
し

学
習
だ

け
か

ら
は

、

セ

ン

テ

ン

ス

の

言
語

構
造
や

機
能
の

理

解
を

深
め

た

り
、

あ
る
い

は
一

般
的
な

言
語
能
力
（

OObP

℃

 
汁

 

づ
O
Φ
）

の

獲
得
は

促
進
さ

れ

な
い

。

従
っ

て

自
発
的
・

創

造
的
な
言

語
運
用
（

冨
睦
o
吋

ヨ

穹
8
）

は

望
め

な
い

と
い

う
点
に

あ
る

（

ω

羃
す

葛゚
・

器

ゴ
L

の

議

薩
・

そ
の

ま

專
イ
ク

。

カ

ウ

ソ

セ

リ
ン

グ
・

ア

プ
ロ

ー

チ

へ

の

批

判
に

通
じ
る

も
の

で

あ
る

。

　
一

方
、

初
期
の

テ

ィ

ー

チ

ン

グ

マ

シ

ン

は
プ

ロ

グ

ラ
ム

学
習
を

経
て

、

現
在
で

は

ド
リ

ル

帳
式
の

CA

ー
へ

と

機
械
的
に

進
化
し

た
。

現
在
で

も
CAI

と
い
・

兄

ぼ
、

ほ

と
ん

ど
の

も
の

が
こ

の

ド

リ

ル

・

ア

ン

ド
・

プ

ラ

ク

テ

ィ

ス

式
の

CAI

を

指
す
の

が

現
状
で

あ
る

。

と
こ

ろ

で
、

こ

の

方
式
で

は
、

習

得
す
べ

き
単
一

の

正

解
が

あ
っ

て
、

そ

れ

以
外
の

認
知
活
動
に

は

報
酬
が

与
え

ら
れ

な
い

。

従
っ

て
、

誤
り
は

罰
や

消
去
の

対
象
で

、

「

で

き
る

だ

け
避
け
る
べ

き
」

で

あ
る

と
い

う

前
提
に

立

ぞ
い

る
（

佐

伯
坂
村
゜

赤
木

ぎ゚
・

叫
鍋 ．
浜
野

・
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一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japanese Society for the Study of Social Welfare

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Soolety 　for 　the 　Study 　of 　Soolal 　Welfare

鼠
盥

わ

れ

わ
れ

は

エ

ヴ
・

ン

ス

や
ア

イ

ヴ
・

ら
の

マ

イ

ζ
カ

ウ
・

セ

リ
・

グ
・

プ
・

グ

ラ
ム

学
習
教
材
を

社
会
福
祉
専
攻
の

学

生
に

実
施
し

た
こ

と
が

あ
る

が
、

そ
の

時
に

も
や
は

り

学
生
は
「

誤
り

を
で

き
る

だ

け
回

避
し

よ

う
と

す
る
」

こ

と

を
た

び

た
び

経
験
し

た
。

　
「

間

違
い

は
、

ア

ブ

ノ

ー

マ

ル

で

あ
り

、

な
る

だ

け

避
け
て

通
れ
」

と

す
る

前
提
は

、

す
で

に

一

九
七

〇
年
代
に

な
る

と
、

心

理

言

語

　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

（

82）

学
老
の

知
見
と

矛

盾
す
る

も
の

で

あ
る

こ

と

が

明

白
と

な
っ

た
。

例
え

ぽ
ω
Ho

げ

ヨ
（

一

り

→
一

）

に

よ

れ
ぽ

、

子

供
は

不

規
則

動
詞
の

変
化
を

獲
得
し
た

後
で

も
、

規
則
動
詞
の

変
化
パ

タ

ー
ソ

を

学

習
す
る

と
、

不

規
則

動

詞
に

も

そ
の

ル

ー

ル

を

当
て

は

め

よ

う
と

す
る

「

間

違

い
」

を

犯
す

。

し
か

し
、

こ

の

よ

う

な

問
違
い

を

経
る

こ

と

に

よ

っ

て
、

子
ど

も
は

動
詞
（

規
則

動
詞
．

不

規

則
動
詞
の

両

方
を

含
む
）

の

変
化
と
い

う

よ

り
一

般
的
な
ル

ー

ル

を

獲
得
し

て

ゆ
く
こ

と
が

で

き
る

の

で

あ
る

。

す
な
わ

ち
、

　
「

誤
り

」

と

さ

れ
る

こ

と
は

、

発
達

的
に

ま
っ

た

く

「

ノ

ー

マ

ル

な

反
応
」

で
、

し

か

も
よ

り
正

確
な

言

語
の

運
用
の

た

め

に

は

必

要
不

可

欠
な

の

で

あ
る

。

　

最
近
の

認
知
科
学

や
人
工

知
能
研
究
の

発
達
は

、

機
械
に

新
し

い

概
念
を

学
ぽ
せ

る

際
、

何
度
か

間

違
・

兄

を

経
験
さ
せ

る

こ

と

に

よ

　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　（
29）
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
（
97）

り、

概
念
の

意
味
が

よ

り

明
確
に

理
解
さ

れ
る
こ

と

を

実
証
し

た

（

浜
野

、

ち
゜。
°。
）

。

た

と

え
ぽ

、

亳
尠
ω

3p
（

冨

ミ
）

は
、

何
か

新
し

い

概
念
を
コ

ン

ピ
ュ

ー

タ

に

理

解
さ
せ

る

場

合
、

正

し

い

例
と

同
じ
よ

う
に

、

ほ

と

ん

ど

正
し

そ
う
に

見
、

兄

る

が
、

も
う
一

息
の

と
こ

ろ
で

正

解
と
は

見
な

せ

な
い

例
、

い

わ

ゆ
る

「

ニ

ア
ミ

ス
」

の

例
を
ふ

ん

だ
ん

に

体
験
す
る

事
に

よ

っ

て
、

概
念
の

理

解
は

よ

り

完
ぺ

き

な
も

の

に

近
づ

く
こ

と

を
、

説
得
的
に

示
し

て

い

る
。

　
以
上
の

よ

う

な

考
え
は

、

考
え
る

道
具
と

し

て

コ

ソ

ピ

ュ

ー

タ

の

利
用
を
、

LOGO

（

教

育
用
の

コ

ン

ピ
ュ

ー

タ

言
語
）

の

開
発
．

　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
（

76）

普
及
を

通
じ

て

実
践
し

て

い

る
パ

パ

ー

ト

の

主

張
に

も
共

通
す
る

（

勺

巷
Φ

罫

這
。゚

O
）

。

パ

パ

ー

ト

の

教
育
観
は

、

　
「

こ

と
が

う
ま

く
い

か

な
い

こ

と

を

子
ど

も
た

ち
が

発
見
し

た
と

き
に
、

そ

れ
が
プ

ラ

ス

の

業

績
に

な
る

よ

う

な
勉
強
の

場
を

育
て

た

い

…

…

誤
り

を

十
分
に

理

解
す
れ
ば

・

そ

れ

だ

け
真
実
の

考
な

も
の

に

近
つ

け
る

の

さ
」

（

　
　
　
　

　

　

　
　
　
　

　

　
（

9
）

しu
 

ヨ
。゚

け

虫

梦
一

 
。゚

b。、

米
澤
・

米

澤
訳

、

一

り
。゚

8
℃．
一

゜。
 

）

と

い

う

言
葉

に

要
約
さ

れ

る
。

社
会
福
祉
対
人
援
助
技
術
教
育
の

た

め

の

ハ

イ

パ

ー

メ

デ
ィ

ア

シ

ス

テ
ム

構
築
に

関
す
る

研
究

二一
二

五《
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二

三

六

　

知
識
は

「

ベ

ル

ト

コ

ン

ベ

ヤ
に

乗
せ

ら
れ
て
」

自
動
的
に

学
習
者
の

前
に

や
っ

て

く

る
べ

き
で

は

な
い

。

そ
の

よ

う

な
環
境
で

は
、

学

習
老
は

消
極
的
に

な

り
、

　
「

正
解
だ

け
に

逃
避
」

し

が

ち

に

な
る

。

学
習
者
が

意
図

的
に

何
の

働
き
か

け
を
し

な

く
と

も、

課

題
が

次
々

現
れ
る

方
法
は

、

発
見
や

探
索
と
い

・

た

高
度
な

（

主

体
的
な
）

学
習
の

意
欲
を

殺
ぐ
・

と
に

も
つ

な
が

り
か

ね

な
い

（

浜
野

c
り

華

B

認
知

科
学
モ

デ

ル

　

認
知
科
学
や

人
工

知
能
研
究
の

発
端
は

、

機
械
に

人

間
の

判
断
や

理

解
を

代
行
さ
せ

よ

う
と
し

た

こ

と
に

始
ま

る
。

し

か

し
、

機
械
上

で

判
断
や

理
解
の

モ

デ
ル

を

実
現
し

て

ゆ

く
過
程
で

、

こ

れ

ら
の

学
問
は

、

む
し

ろ

わ

れ

わ
れ

人

間
は

ど
の

よ

う
に

判
断
し

た

り
、

物
事

を
理

解
し

た

り
、

あ

る

い

は

意
思

決
定
し

て

い

る
の

か
、

つ

ま

り

人
間
の

認
知
活
動
そ
の

も
の

を
モ

デ
ル

化
す
る

と
い

う
、

よ

り

大
き
な

成
果
を

生
ん

だ
。

た
と

え
ば

、

以

下
の

様
な

寓
話
が

あ
る

。

　

　

　

あ
る

組
立
ラ

イ
ン

に
、

工

業
用
ロ

ボ
ヅ

ト

が

導
入
さ

れ
る

こ

と
に

な
っ

た
。

し

か

し
、

そ
の

た
め

に

は

長
年
の

勘
や

経
験
で

判
断

　

　

　
し

て

き

た

作
業
行
程
そ
の

も
の

を

明

確
化
し
、

モ

デ
ル

化
す
る

こ

と
が

必

要
と

な
っ

た
。

　
「

機
械
に

も

任
せ

ら
れ
る

ぐ

ら
い

の

作

　

　

　

業
行
程
の

明
確
化

．

合
理

化
」

を

合
い

言
葉
に
、

何
回
と

な

く

討
議
が

行
わ
れ
た

。

そ
の

結
果

、

従
来
の

作
業
行
程
は

大
幅
に

簡

　

　

　

略
化

さ

れ
る

こ

と

が

わ
か

り
、

新
た

な

作
業
要

領
が
試
験
的
に

実
施
さ

れ
た

。

そ

し

て

最
終
的
に

は
、

ロ

ボ
ッ

ト

な
し

で

生
産
が

　

　

　

飛
躍

的
に

合
理

化
さ

れ
た

。

そ
の

た

め
、

ロ

ボ
ヅ

ト

の

導
入
は

不
必

要
と

な
っ

た
。

　

人
工

知
能
や

認
知
科
学
の

研
究
は

、

わ

れ
わ
れ
が

も
っ

て

い

る

「

知
識
」

と
い

う

も
の

を

明
瞭
に

規
定
す
る
こ

と

を

余
儀
な

く
し

た
。

な
ん

と

な

く
わ
か

っ

て

い

る
つ

も
り

で

い

る
こ

と
で

も
、

　
「

ど

う
い

う
と

き
に

は

ど
う
す
る

の

か
」

を
は
っ

き
り
さ
ぜ

よ

う
と

す
る
と

、

た

ち
ま

ち

途
方
に

暮
れ

、

本

当
に

わ
か

っ

て

い

な
か

っ

た
の

だ
と

い

う
こ

と

を

思
い

知
ら
さ

れ
る

こ

と

は

よ

く
あ
る

。

ま
た

逆
に
、

話
が

よ

く
わ
か

ら
な

い

と

き
、

　
「

ど
う
い

う
と

き
に

は

ど
う

す
る

の

か
」

と

あ
ら
た

め

て

考
え

直
す
と

大
変
よ

く
わ
か

る

こ

と

が

あ
る

。

コ

ソ

ピ
ュ

ー

タ

に

認
知
的
な

作
業
を
さ
せ

よ
う

と

す
る

研

究
は

、

逆
に

わ

れ
わ

れ

自
身
が

知
識
を

明

瞭
に

把

握
し

て

い

な

け
れ
ば

な

ら

ず、

し

N 工工
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か

も
単
に

「

・

と

ば
で

知
っ

て

い

・
」

（

ぎ
註

曇
髢
だ

け
で

な

く
、

実
際
に

様
々

な

課

題
状
況
に

た

い

す
。

議
で

蕩
講

答

が
で

き
る

よ

う

な

形
で

、

知
識
を

も
っ

て

い

る
（

医
o

註
畠
『
o
≦
）

必

要
が

あ
る
こ

と

を

教
え
た
の

で

あ
る

（

佐
伯

、

6
。。

9

ま
虞
刈
）

。

1
　
知
識
表
現
の

方
法
”

ミ
ン

ス

キ

ー
の

フ

レ

ー

ム

理

論

　

人
工

知
能
や

認
知
科
学
の

研

究
者
は

、

コ

ソ

ピ

ュ

ー

タ

に

「

考
え
る
」

こ

と

を

教
え

る

研
究
を

通
じ
て
、

逆
に

人
間
が

「

考
え
る
」

と

は

ど

う
い

う
こ

と

な
の

か

に
つ

い

て
、

さ

ま

ざ
ま

な

知
見
を

産
み
だ
し

た
。

彼
ら
の

前
提
は

、

人

間
の

認
知
課
程
は

コ

ン

ピ

ュ

ー

タ

上
で

モ

デ
ル

化
し

、

実
験
を

行
う
こ

と

が
で

き
る

と
い

う
も
の

で

あ
っ

た
。

　
「

脳
は

た

ま
た

ま

肉
体
を

持
つ

機
械
と

い

う
だ

け
で

あ
る
」

　
（

安

西

坂

讐
。
・・

響
・

）

・
い

・
・

ン

ス

キ

ー
の

言
葉
は

、

・

の

・

・
な

立

場
を

腥
袰
明
す
る

も
の

で

あ
る

．

そ
の

輦
駅

間
の

知
能
は

決
定
的
に

知

識
に

頼
っ

て

お

り
、

問
題

を

解
決
す
る

に

も

知
識
が

必
要
で

あ
る

こ

と

が

明

ら
か

に

な
っ

た

（

佐
伯

、

ド

リ
G。
O
）

。

問
題

解
決
の

手
順
を

明
瞭
に

記
述
す
る

と

い

う
の

は
、

そ
こ

に

含
ま

れ
る

要
因

を

論
理

的
に

構
成
し

て

述
べ

る
と

い

う
こ

と
で

あ
る

と
、

通
常

は

考
え
ら
れ
て

き
た

。

し

か

し
、

各
要
因
の

背
後
に

あ
る

様
々

な

文
脈
の

持
つ

暗
黙
の

前
提
を

掘
り

起
こ

し
、

そ

れ

ぞ
れ
の

文
脈
に

お

け

る

知
識
の

使
わ
れ

方
を

明
確
に

規
定
す
る

こ

と
こ

そ
が

重

要
で

あ
る

と

判
っ

て

き
た
の

で

あ
る

。

　

そ
う
な
る
と

、

知
識
の

定
義
は
、

そ
れ
が

用
い

ら
れ

る

特
定
の

状
況
と
の

関
わ

り
の

な
か

で

の

み

可
能
と

な
る

。

た

と
、

兄

ば
、

マ

イ

ク

ロ

ス

キ

ル

を

臨
床
の

場
で

統
合
す
る

に

は

学
習
者
の

認
知

的
プ
ロ

セ

ス

に

も
っ

と

踏
み

込
ん

で

行
く

べ

き
だ

と
い

う

批
判

　
（

○
白

ら
、

臨
ポ
”

鐔
ら

碁゚
・

留 ．

を

受
け

・

ア

イ
ヴ
・

ら
は

面

鬣
程
に

お

け
る

創
造
的

聖
・

懲
決
定
の

重
要
性
を

認
め

た

（

毎
L
・

塁

巨
ω

ぎ

号
∪
°

盞

甚

甑
糊
％

・

し

か

し
・

藻
的
な

意
思
決
定
に

関
す
る

知

鰹
、

そ
れ
が

独
創
的
で

あ

れ
ば
あ
る

ほ

ど
、

問
題
解

決
の

方
策
が

生
ま

れ
る

も
と
に

な
っ

た

状
況
に

極
め
て

強
く

依

存
す
る

。

つ

ま

り
、

臨
床
の

場
に

お

け
る

問
題
解
決
の

手
続
き
と
い

う
の

は
、

そ
れ
ぞ
れ
の

ク

ラ

イ
エ

ン

ト

の

状
況
や

臨
床
の

場
で

暗
黙
の

う

ち
に

了

解
さ

れ
て

い

る

事
項
と

密
接
に

結
び

つ

い

て

お

り
、

一

般

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
（

怨

的
、

あ
る
い

は

抽
象
的
な

形
式
で

あ
ら

わ
せ

る

も
の

の

占
め

る

役
割
は

そ
れ

ほ

ど
大
き
く
は

な
い

（

佐
伯、

一

り
゜。

 
）

。

す
る

と
、

あ
る
一

つ

社

会
福
祉
対
人
援

助
技
術
教
育
の

た

め

の

ハ

イ

パ

ー

メ

デ
ィ

ア

シ

ス

テ

ム

構
築
に

関
す
る

研
究

二

三

七
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二

三

八

の

状

況
の

な
か

で

定
義
さ

れ
た

臨

床
的
知

識
を

、

ど
う
や
っ

て

新
し

い

状
況
で

も
使
え
る

よ

う
に

す
る

か
、

臨
床
的
知
識
の

使
用
に

い

か

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
（
72）

に

し

て

柔
軟
性
を

持
た

せ

る
の

か

が

大
き
な

問
題
と

な
っ

て

く

る
（

佐
伯

、

一

り

゜。

 
）

。

そ
し

て

も
し
、

そ
の

よ

う
な

柔
軟
性
が

確
保
さ

れ
な

け

れ
ぽ
、

臨
床
的
知
識
の

伝
達
や

教
育
は
一

般
性

を
欠
く
こ

と
に

な
る

の

で

あ
る

。

　

知
識
構
造
を

柔
軟
に

表
現
す
る

た

め

の

汎
用

的
な

方
法
と

し

て
、

先
述
の

ミ

ソ

ス

キ

ー

は
フ

レ

ー

ム

理

論
を

提
唱
し

た

　
（

ζ
冒
ω

障

ざ

　
（
63
）

一

＄
0
）

。

人
は

新
し

い

状
況
に

出
会
う

度
に

、

対

象
、

場
所、

状
況

、

人
物
に

つ

い

て
、

す
で

に

過
去
に

経
験
し

、

あ
る
一

固
ま
り

の

単

位
と
し

て

構
造
化
し

て

記
憶
し

て

い

る

情
報
の

な
か

か

ら
、

そ
の

場
で

適
当
な

も
の

を

選
び

出
し

、

そ

れ
に

現
在
の

出
来
事
の

詳
細
を
埋

め

込

み
、

状
況
を

理

解
す
る

。

人
が

記

憶
し
て

い

る
、

こ

の

構
造
化
さ

れ
た

情
報
の

単
位
を

フ

レ

ー

ム

と

呼
ぶ
（

　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　（
97

蕷
昌

雪
o
口讐
H
り

¶
刈 ）

勇
甘

劉

一

り

髄
・

　
フ

レ

！

ム

の

下
位
単
位
と

し
て
、

そ
の

状
況
の

詳

細
を

記
述
す
る

ス

ロ

ッ

ト

が

あ
る

。

ス

ロ

ッ

ト

は
、

個
々

の

詳
細
な

情
報
を

格
納
す

る

場

所
で

あ
る

。

従
っ

て

フ

レ

ー

ム

中
の

各
ス

ロ

ッ

ト

は
、

あ
る
一

単
位
の

知
識
を

表
現
す
る

に

は

具
体
的
に

ど
の

様
な

情
報
が

必

要
か

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
96）

を

示

す
も
の

で

あ
る

（

和
多．
田

、

一

〇
°。

 
）

。

　
フ

レ

ー
ム

を

利
用
す
る

こ

と

に

よ
っ

て
、

ω

そ
の

状
況
で

ど
の

よ

う

な
こ

と

が

期
待
で

き
る

か
、

ま
た

 

そ
の

状
況
を

記

述
す
る

の

に

必

須
の

構
成

要
素
は

何
か

を

表
現
し

、

あ
る
い

は

 
そ
の

状
況
に

関
す
る

推
論
が

可

能
と

な

る
。

　

例
、

兄

ば
ω
状
況
に

関
す
る

期
待
に

つ

い

て

言
え
ば
、

フ

レ

ー

ム

は
、

そ

れ
が

記
述
し

て

い

る

対
象
や

状
況
に
つ

い

て

暗
に

想
定
さ

れ
て

い

る

事
実
に

関

す
る

情
報
を

含
み

う
る

。

こ

れ
ら
の

情
報
は

、

あ
た
か

も
そ
の

よ

う

な

事
実
が

直
接
観
測
さ

れ
た

か

の

よ

う
に

利

用
で

き

る
。

例
え
ば
、

　
「

洋
問
」

と
い

う
フ

レ

ー

ム

を

考
え
て

見
よ

う
。

こ

の

場
合、

そ
こ

に

特
定
の

ド
ア

が

存
在
す
る

と
い

う

証
拠
が

あ

ろ

う

と

な

か

ろ
う
と

、

　
「

そ
の

部
屋
に

は
一

個

以
上

の

ド
ア

が

あ
る

こ

と
」

を

推
論
で

き
る

。

こ

れ
は

、

　
「

洋
間
」

と
い

う
フ

レ

ー

ム

は

部
屋

に

関
す
る

記

述
を

含
み

、

ド

ア

が

存
在
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と

い

う

暗
黙
（

デ
ィ

フ

ォ

ー
ル

ト
）

の

常
識
を

含
む
た

め

で

あ
る
（

ヨ
亭
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（
97
）

の

8P

　
一

り
刈

刈
）

。

　
第
二

に
、

個
々

の

ス

ロ

ッ

ト

は
、

対
象
が

ど
の

よ

う
な

属
性
を

有
し

て

い

る

か

を

明
示

す
る

。

あ

る

状
況
を

記
述
す
る

た

め

に

は
、

そ

の

状
況
の

構
成
要
素
を

記
述
し

な

け

れ
ば
な
ら

な
い

。

そ
の

状
況
に

対
す
る
フ

レ

ー

ム

の

各
ス

ロ

ヅ

ト

は
、

働
そ
の

状
況
を

記
述
す
る

た

め

に

重
要
な
構
成
要
素
が

何
で

あ
る
の

か
、

手
が

か

り
を

与
え
る

。

従
っ

て
、

埋
め

ら
れ
る

べ

き

（

空
の
）

ス

ロ

ヅ

ト

は
、

状
況
の

理

解

を

完
全
な

も
の

に

す
る

た

め

に

は
、

具

体
的
に

ど
う
い

っ

た
こ

と
に

注
意
を

喚
起
し

て

常
識
を

動
員
す
る

必

要
が

あ
る
の

か

を

教、
兄

る
。

例
え
ぽ
、

　
「

泳
い

で

い

る

人
が

魚
に

襲
わ

れ
た
」

と
い

う

文
に

対
し

て
、

多
く
の

人
は

常
識
か

ら

「

魚
」

の

ス

ロ

ッ

ト

部
に

サ

メ

や
ピ

ラ

ニ

ア

を

当
て

は

め

る

だ

ろ
う

。

こ

の

よ

う
に
、

ス

ロ

ッ

ト

は

注
目

す
べ

き
ポ

イ
ン

ト

と

常
識
の

利
用
法
を

明
示

す
る

の

で

あ
る

（

ω
。

『

甲

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
（

78
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
−

）

凵
閃

 
ロ

匹

閑

δ
ω

げ
Φ
o

『

一

り
。。

ご

安
西

・

佐

伯
・

難
波、

一

 

Q。

b。
）

。

　

第
三

に
、

フ

レ

ー
ム

は

ス

ロ

ッ

ト

内
の

暗
黙
値
（

デ
ィ

フ

ォ

ー

ル

ト
）

を

利

用

す
る

こ

と

に

よ

っ

て
、

樹
そ

れ
が

表
現
し

て

い

る

概
念

の

典
型
的
な、

あ
る

い

は

教
科
書
な

例
を

記
述
す
る

。

特
定
の

状
況
が
、

大
部
分
フ

レ

ー
ム

と
一

致
す
る

が
、

あ
る

部
分
で

だ

け
相

違
が

あ
る

場

合
、

こ

の

相
違
は
、

そ
の

状
況
に

特
有
な

側
面
の

推
論
を

導
く
こ

と

が

あ
る

。

例
え
ば

、

　
「

椅
子
」

フ

レ

ー

ム

に

は
、

　
「

脚
の

本

数
」

否
・

・

が

存
在
・
、

暗
黙
値
（

デ
ィ

フ

ォ

ゐ
ト

）

と

し

て

「

4
」

蓮
め

込
ま

れ
て

い

た
と

す
・

．

と
．

．

う

が
、

あ

驫
乏

は

脚
が

3
本
し

か

な
か

っ

た

と

し
た

ら
、

「

そ
の

椅
子
は

修
理
が

必
要
か

も

知
れ
な
い
」

と
い

う

推
論
が

導
か

れ

る

（

空
。

『

ご
。。

ω
）

。

フ

レ

去
を

利
用
し
た

状
況
に

関
す
る

期
待
や

推
論
の

毳
ξ
い

て
・

蕁
ω

莟
（

峩
は

以

下
の

・

う

な

例
を

紹
介
し

て

い

・
．

そ
れ
は
ロ

ビ

ー

と
ス

ー

ジ

ー

と

い

う

姉

弟
が

朝
食
を

食
べ

て

い

る

場

面
で

あ
る

。

こ

の

う

ち
、

ス

ー

ジ

ー

は

弟
の

ロ

ビ

ー

に

ち
ょ

っ

か

い

を
だ

す
の

が

好
き
で

、

　
ロ

ビ

！

を
か

ら
か

お

う
と

し
て

た

た
い

た
。

こ

の

状
況
で
、

次
に

何
が

起
こ

る
の

か

の

常
識
的
な

推
論
と

し

て

は
、

ω
ロ

ビ

ー

も
ス

ー

ジ

ー

を

た
た

き

返
し

、

け
ん

か

が

始
ま

る

（

ロ

ビ

ー

も

攻

撃
的
と
い

う

前
提
に

立
っ

た

推
論
）

か
、

 
ロ

ビ

ー

が

泣
き
出
す
（

ロ

ビ

ー

は

内
気
で

あ
る

と
い

う

前
提
に

立
っ

た

推
論
）

か

の

い

ず
れ
か

で

あ
る

。

図
1
は

、

こ

の

場
の

推
論
の

過
程
を

フ

レ

　
　

　

社
会
福
祉
対
人
援
助
技
術
教
育
の

た

め

の

ハ

イ

パ

ー

メ

デ
ィ

ア

シ

ス

テ

ム

構
築
に

関
す
る

研
究

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
二一
二

九
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動俘 フ レ ーム

動作

匳

動 作 主

區

之像

一
起 こ り りる結果

　　口

状 態変化 フ レ
ー

ム
状 態変 化 フ レ

ー
ム

圖
対 薯

匝 ≡コ　　 IIき先

匝 E
対象

匚亘三 コ　　行 銑

囲
起 こ り ）る結 果

　　口 ［コ

起 こ り うる結 果

　　 ロ ロ

動作 フ レ ーム 動作 フ レ ーム

動 作

匯
動作 王

匠
動 作

國
動 作 主

囲

封 象

三
起 こ り ）る 結果

　　口 口

動作 フ レ
．．．

ム

動f乍
匝

動1乍モ

匠

対 象

正
起 こ り うる結果

　　口 口

図 1 ： 常識 と し て 暗黙の うち に 仮定 され て い る情報をつ な げる こ と に よ

　　　 っ て ， 状況を理 解す る シ ナ リオが得 られ る こ とを示す ，
ロ ビ ーと

　　　 ス ージ ーの 朝食場面に お け る推論の フ レ
ー

ム 表現

資料 ： Winston，　P．　ArttVecial　Intetligence，
’
Reading

，
　 Mass ，： Addison −

　　　Wesley
，
1977 （長尾真 ・白井良明共訳 『人工 知能』培風館 ， 1980

，

　　　209−201）
四

〇
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ー

ム

に

よ
っ

て

表
現
し

た

も
の

で

あ
る

。

こ

れ
は
、

こ

の

状
況
を

聞
い

た

人
が

、

矛
盾
な
く
つ

な
が
っ

た

全
体
像
を

も
つ

た
め

に

考
え
る

常
識
的
な

知
識
を

、

状
況
に

関
す
る

も
っ

と

も
ら

し

い

原
因
・

結
果
関
係
に

基
づ

い

て
、

明
示
的
に

表
現
し

て

い

る
。

す
な
わ

ち
、

常
識

と

し

て

暗
黙
の

う

ち

に

仮
定
さ

れ
て

い

る

（

ス

ロ

ッ

ト

に

埋
め

込
ま

れ
て

い

る
）

情
報
を
つ

な
げ
る

こ

と
に

よ
っ

て
、

状
況
を

理

解
す
る

シ

ナ

リ

オ

が

得
ら

れ
る

こ

と
を

示

し
て

い

る
。

　

状
況
の

理

解
は
、

結
局
そ
の

場
に

ふ

さ

わ
し

い

フ

レ

ー

ム

の

発
見
と

、

ス

卩

ッ

ト

の

埋

め

込
み

、

あ
る
い

は

ス

ロ

ッ

ト

に

す
で

に

埋
め

込
ま

れ

た

常
識
的
・

教
科
書
的
知
識
の

活
用
に

関

係
す
る

。

こ

の

フ

レ

ー

ム

構
造
に

よ

る

表
現
を

利
用

す
る

事
に

よ
っ

て
、

通

常
は

暗
黙

裏
に

演
繹
さ

れ
る

推
論
過
程
を

明
示

化

す
る

こ

と
が
で

き
る

の

で

あ
る

。

例
え

ぽ
、

援
助
者
が

面
接
プ

ロ

セ

ス

の
一

瞬
一

瞬
で

行
っ

て

い

る

こ

と

は
、

第
一

に

そ

の

状
況
を

理

解
す
る

に

ふ

さ

わ

し

い

フ

レ

ー

ム

が

何
か

を

見
つ

け
る
こ

と
で

あ
る

。

そ

れ
は
、

た

と

え
ば

「

ク

ラ

イ
エ

ン

ト

の

沈
黙
」

で

あ
っ

た

り
、

　
「

面
接
開
始

期
の

ク

ラ

イ
エ

ソ

ト

の

感
情
」

の

フ

レ

ー
ム

で

あ
っ

た

り

す
る

。

　

い

っ

た

ん
、

こ

う
と

思
っ

た

フ

レ

ー

ム

を

見
つ

け
た

な

ら
、

あ
る
ス

ロ

ヅ

ト

に

は
、

そ
の

場
に

ふ

さ

わ

し

い

臨
床
的
常
識
や

教
科
書
的

知
識
が

す
で

に

暗
黙
値
と
し

て

埋
め

ら

れ
て

い

る

か

も
し

れ

な
い

。

た
と

え

ぽ

「

ク

ラ

イ
エ

ン

ト

の

沈
黙
」

フ

レ

ー

ム

の

例
で

い

え

ば
、

沈
黙
の

機
能
と
い

う
ス

ロ

ッ

ト

に

は

「

ク

ラ

イ
エ

ン

ト

が

黙
っ

て

い

る

の

は
、

考
え
て

い

る

か

ら
で

あ
り、

原
則
的
に

は

そ
の

内
面

の

認
知
的
過
程
を

乱

す
べ

き
で

は

な
い
」

と
い

う

情
報
が

埋
め

ら
れ
て

い

る

だ

ろ

う
。

ま
た

別
の

ス

ロ

ッ

ト

は

空
で

あ
る

か

も
し

れ
な

い
。

こ

れ
は

、

目
の

前
の

ク

ラ

イ
エ

ソ

ト

か

ら

情
報
を

引
き

出
し

て

ス

ロ

ッ

ト

を

埋
め

る

よ

う
に

フ

レ

ー

ム

が

指
示
し

て

い

る
の

で

あ

る
。

た

と

え
ば

沈
黙
の

継
続
時
間

と
い

っ

た
ス

ロ

ッ

ト

は
、

援
助
者
に

沈
黙
の

継
続
時
間
に

つ

い

て

注
意
を

喚
起
す
る

機
能
を

持
つ

。

そ

し

て

継
続
時
間
に

関
す
る

情
報
を

埋
め

る

こ

と
に

よ

り
、

ま
た

新
た
な
フ

レ

ー
ム

が

呼
び

出
さ
れ

、

こ

れ
に

は

更
に

多
く
の

空
い

た
ス

ロ

ッ

ト

と

暗
黙
値
が

既
に

埋
め

ら

れ

た
ス

ロ

ッ

ト

が

あ
る

。

例
え
ぽ

、

継
続
時
間
が

あ
ま

り
に

長
す

ぎ
た

場
合
に

は
、

　
「

し
ゃ

べ

る
こ

と

に

困
難
さ

を

示
す
ク

ラ

イ
エ

ン

ト

へ

の

対
応
」

フ

レ

ー
ム

が

呼
び

出
さ

れ
た

だ

ろ

う
。

こ

の

フ

レ

ー

ム

の

「

援
助
者
の

対
応
」

ス

ロ

ッ

ト

に

社
会
福
祉
対
人

援
助
技
術
教
育
の

た
め

の

ハ

イ
パ

ー

メ

デ
ィ

ア

シ

ス

テ

ム

構
築
に

関
す
る

研
究

二

四
一
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二

四
二

は

「

こ

う
い

っ

た

所
に

来
て

、

し

ゃ

べ

る

の

は

難
し

い

も
の

で

す
ね

。

で

も
か

ま

い

ま
せ

ん

よ
、

そ
の

ま

ま
の

調
子
で

い

い

ん

で

す
よ
」

と

声
を

か

け
る

と
い

う

情
報
が

埋
め

ら

れ
て

い

る

か

も
し

れ

な
い

。

あ
る

い

は

ま

た
、

　
「

予
期
し

う
る

ク

ラ

イ
エ

ン

ト

の

感
情
」

ス

ロ

ヅ

ト

に

は
、

罪

障
感

・

不

安
・

悲
し

み
・

後
悔
・

戸
惑
い

・

変
化
へ

の

か

す
か

な

期

待
な
ど

と
い

っ

た
、

こ

の

場
で

予
期
し

う
る

ク

ラ

イ
エ

ン

ト

の

感
情
が

入
っ

て

い

る

だ
ろ

う
。

従
っ

て
、

も
し

こ

の

場

面
で

、

ク

ラ

イ
エ

ン

ト

が

「

明
る

い

笑
み
」

を
浮
か
べ

た

な

ら、

そ

れ
は

通
常
予
期
し

う
る

反
応
で

は

な
い

と
い

う

推
論
を

与
え
る

こ

と
に

も

な
る

。

　
援
助
者
は

こ

の

よ

う
に

、

空
の

ス

ロ

ッ

ト

に

は

ク

ラ

イ
エ

ン

ト

が

提
供
す
る

詳
細
な

情
報
を

埋
め
、

さ

ら
に

他
の

ス

ロ

ッ

ト

の

暗
黙
値

と

す
り

合
わ

せ

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

状

況
を

理
解
・

推
論
し

適
切

な

対
応
ス

キ

ル

を

判
断
し

て

面
接
を

進
め

て

ゆ
く

。

臨
床
場
面
に

お

け

る

演
繹
や

推
論
の

プ
ロ

セ

ス

（

す
な

わ
ち

臨
床
家
の

認
知
的
ス

キ

ル
）

は
、

こ

の

よ

う
に

明

瞭
に

「

適
切

な
フ

レ

ー

ム

の

探
索
と

ス

戸

ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
「ハ
97）

ト

の

埋

め

込
み
」

と
し

て

形

式
化
す
る

こ

と
が

可

能
な
の

で

あ
る

　
（

芝
冒
の

8
員

ち
刈

刈
）

。

2
　
臨

床

的
認

知
ス

キ

ル

教
育
の

原
則

　
臨
床
に

お

け
る

演
繹
や

推
論
は
、

単

独
の

フ

レ

ー

ム

を

用
い

て

行
わ
れ

る
の

で

は

な

く
、

他
の

複
数
の

フ

レ

ー
ム

と
の

関
連
性
の

ネ
ッ

ト

を

基
礎
に

し

て

進
め

ら

れ
る

。

臨
床
の

エ

キ
ス

パ

ー

ト

は
、

あ
る

ひ

と
つ

の

フ

レ

ー

ム

か

ら
、

そ
の

ス

ロ

ッ

ト

（

複
数
で

も
か

ま

わ
な

い
）

を

介
し

て
、

動
員
さ

れ
る

関
連
情

報
の

全
体
像
を

そ
の

背
後
に

透
か

し

て

見
通
す
こ

と
が

出
来
る

と

考
え
ら

れ
る

。

こ

う
な
っ

て

は

じ
め

て
、

教
科
書
的
知
識
や

臨
床
的
経

験
に

よ

る

知

識
は

意
味
の

あ
る

体
系
と

な

る

の

で

あ
る

。

従
っ

て

臨
床
的
な

認
知
ス

キ

ル

の

学
習

に

あ
た
っ

て

は
、

単
独
の

フ

レ

ー

ム

の

構
造
の

理

解
だ

け
で

は

意

味
が

な

く
、

そ
の

背
後
に

透
か

し

て

見
通
さ

れ
る

相
互
に

参
照
し

あ
う

フ

レ

ー

ム

間
の

関
係
性
が

市

視
さ

れ

な

け
れ
ば

な

ら
な

い
。

　
あ
る
い

は

ま
た

、

臨
床
の

場
面
で

探
索
さ

れ
る

フ

レ

ー

ム

に

は

「

両
価
的
感
情
」

と

い

っ

た

教
科
書
的
な

文
字
情
報
で

済
む

も
の

も
あ

れ
ば

、

「

こ

う
い

っ

た

所
に

来
て

、

し

ゃ

べ

る
の

は

難
し

い

も
の

で

す
ね

。

で

も
、

か

ま

い

ま
せ

ん

よ
、

そ
の

ま
ま

の

調
子
で

い

い

ん

で

す
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よ
」

と
声
を
か

け
る

と
い

う

よ

う
に

ス

ロ

ッ

ト

の

暗
黙
値
と

し

て

言
語
と

非
言

語
の

両
方
に

ま
た

が

る

情
報
を
埋
め

る

必

要
が
あ
る

場
合

も
あ
る

。

　
こ

の

よ

う
に

、

臨
床
的
認
知
ス

キ
ル

の

学
習
は

、

相

互

参
照
的
な

知
識
の

ネ
ッ

ト

ワ

ー

ク

を

通
じ

、

し

か

も
言
語
・

非

言
語
と
マ

ル

チ

メ

デ
ィ

ア

を

介
し

て

進
め

ら

れ
る
べ

き
で

あ
る

こ

と

を

示
し

た
。

こ

こ

で
、

い

ま
ま

で

の

議
論
を

ま
と
め

て
、

認
知
科

学

的
パ

ラ

ダ

イ
ム

に

立
っ

て
、

臨
床
的
認
知
ス

キ
ル

を

教
育
す
る

場
合
の

原
則
を
ま

と
め

れ

ぽ
、

以

下
の

よ

う
に

な

る
。

1
、

学
習
の

モ

ー

ド
に

は
、

正

規
の

教
示

的

学
習

、

モ

デ
ル

を

観
察
す
る

学
習、

そ

し

て

自
然
の

場
面
で

の

体
験
的
な

学

習
ま
で

の

三

種

　

　

類
が

考
え
ら

れ
る

。

こ

れ
ら

三

種
類
の

学
習
の

モ

ー

ド
は

、

直
接
的
に

配
置
さ

れ
る

よ

り、

絶
え

ず
相
互

参
照
を

行
い

な
が

ら

関
連

　

　
し

あ
う
べ

き
で

あ
る

。

2
、

知
識
は

「

ベ

ル

ト

コ

ソ

ベ

ヤ

に

乗
せ

ら
れ
て
」

自
動
的
に

学
習

者
の

前
に

や
っ

て

く
る
べ

き
で

は

な
い

。

学

習
者
が

意
図
的
に

何
の

　

　

働
き
か

け

を
し

な

く
と

も、

課
題
が

次
々

現
れ
る

方
法
は
、

発
見
や

探
索
と
い

っ

た

高
度
な

（

主
体
的
な
）

学
習
の

意
欲
を

殺
ぐ
も

　

　
の

で

あ
る

。

3
、

学
習
者
に

は
、

間
違
っ

て

み

る

こ

と

を

奨
励

す
る
べ

き
で

あ
る

。

特
に

新
し

い

概
念
を

教

授
す
る

場
合、

正
し

い

例
と

同
じ

よ

う

　

　
に

、

ほ

と
ん

ど

正
し

い

そ

う
に

見
え
る

が
、

も
う
一

息
の

と

こ

ろ

で

正
解
と
は

見
な
せ

な
い

例
、

い

わ

ゆ
る

「

ニ

ア

ミ

ス
」

の

例
を

　

　
ふ

ん

だ
ん

に

用
意
し

、

学
習
者
に

提
示

す
る
の

が

望
ま

し

い
。

こ

れ
に

よ

っ

て

概
念
の

理

解
は

よ

り

完
ぺ

き
な

も
の

に

近
づ

く
の

で

　

　
あ
る

。

4
、

ワ

ー

カ

ー
・

ク

ラ

イ
エ

ン

ト

関
係
の

理

解
は

、

そ
の

場
に

ふ

さ
わ

し

い

フ

レ

ー

ム

の

発
見
と

、

ス

ロ

ッ

ト

の

埋
め

込
み

、

あ
る

い

は

ス

　

　
μ

ヅ

ト

に

す
で

に

埋

め

込
ま

れ
た

臨
床
に

お

け
る

常
識
や

教
科
書
知
識
の

活
用
に

関
係
す

る
。

フ

レ

ー

ム

構
造
を

利
用
し

て

臨
床
知

　

　
識
を

表
現
す
る

こ

と
に

よ

り、

通
常
は
エ

キ
ス

パ

ー

ト

が

暗
黙
裏
に

演
繹
・

推
論
し

て

い

る

過
程
を

明
示

化
す
る

こ

と
が
で

き
る

。

　

　

　

社
会
福
祉
対

人
援
助
技
術
教
育
の

た
め

の

ハ

イ
パ

ー

メ

デ
ィ

ア

シ

ス

テ

ム

構
築
に

関
す
る

研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二

四
三
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二

四

四

　
　
こ

れ

を

も
と
に
一

瞬
一

瞬
の

状
況

を

理

解
す
る

た
め

に

必

要
な

臨
床
的
常
識
と
は

何
か

、

臨
床
的

関
心
の

焦
点
は

ど
こ

に

あ
る
べ

き

　
　
か

を

例
示
し

た

り
、

学
生
に

試
し

た

り

す
る
こ

と
が

可

能
と

な
る

。

5
、

知
識
は

、

そ

れ

自
体
単
独
で

提
示
さ

れ
る

よ

り

は
、

他
の

既

存
の

知
識
と

関
連
づ

け
て

提

示
さ

れ
る
べ

き
で

あ
る

。

つ

ま

り
、

あ
る

　
　
情
報
を

目
に

す
る

と

き
に

、

暗
に

動
員
さ

れ
る

関
連
情
報
の

全

体
像
が

そ
の

背
後
に

透

け
て

見
通
せ

る

と

き
に

、

知

識
は

意
味
の

あ

　
　
る

体
系
と

な

る
。

6
、

臨
床
的
知
識
を

表
現
す
る

際
に

は
、

言
語
的
・

非
言
語
両
方
に

わ

た

る

多
元

的
メ

デ
ィ

ア

が

必

要
で

あ
る

。

し

か

も
言
語
的
・

非
言

　
　
語
的
情
報
は

相
互

参．
照
の

ネ
ヅ

ト

ワ

ー

ク

を

通
じ
て

直
接
的
に

関
連
し

あ

う
べ

き
で

あ
る

。

C
　
認
知
的
ス

キ

ル

学
習
の

た
め
の

道

具
と

し

て

の
ハ

イ
パ

ー

メ

デ
ィ

ア

環

境

　
上

記
の

よ

う
な

原
則
に

基
づ

い

て
、

臨
床
的
な

認
知
的
ス

キ

ル

を

教
育
す
る

の

に
、

も
っ

と

も
ふ

さ

わ
し

い

環
境
と

し

て
、

わ

れ
わ

れ

は
ハ

イ
パ

ー

テ

キ

ス

ト

あ
る

い

は

ハ

イ
パ

ー

メ

デ
ィ

ア

環
境
を

考

え
た

。

　
ハ

イ
パ

…

テ

キ

ス

ト

は
、

　
コ

ン

ピ

ュ

ー

タ

に

関
す
る

文
明
論
者
で

あ
る

テ
ッ

ド
・

ネ
ル

ソ

ン

が
一

九
六

七

年
に

提
唱
し
た

も
の

で
、

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
（
29）

「

紙
を

越
え
る
」

情
報
媒
体
（

メ

デ
ィ

ア
）

と
い

う

意
味
が

こ

め

ら
れ
て

い

る

（

浜
野、

一

 

g。

°。

）

。

紙
の

上

の

情
報
は

直
線
的
に

配

置
さ

れ

る

が
、

関
連
す
る

惜
報
を
ラ
ン

ダ

ム

に

参
照

す
る

こ

と
は

、

一

応

可

能
で

あ
る

。

例
え
ば
、

百

科
事
典
の

項
目
に

は

た

い

て

い

そ
の

末
尾

に

関
連
項
目
の

見
出
し

（

ク

ロ

ス

リ

フ

ァ

レ

ン

ス

・

リ

ス

ト
）

が

つ

い

て

い

る
。

こ

れ
を

積
極
的
に

利
用

す
れ
ぽ

、

目

次
や
ペ

ー

ジ

番
号

に

関
わ

り
な

く
、

必
要
な

箇
所
だ

け
を

芋
ず
る

式
に

拾
い

読
み

す
る

こ

と
が
で

き
る

。

　
紙
に

対
し

て

電
子
的
な
メ

デ
ィ

ア

は
、

文

字
だ

け
の

記
述
で

は

な

く、

図
形

、

映
像

、

音
声

な
ど
の

五

感
を

喚
起
す
る

（

マ

ル

チ

メ

デ

ィ

ア

の
）

情
報
を

取
り
扱
え

る
。

と

こ

ろ

が

今
ま
で

の

電

子
メ

デ
ィ

ア

と
い

え
ば
、

た

と

え

ば
街
角
の

キ

ャ

プ

テ

ン

端

末
の

よ

う
に

、

マ

ル

チ

メ

デ
ィ

ア

の

清
報
は

階
層
状
の

構
造
を
し

て

お

り、

　
こ

の

階
層
構
造
に

従
わ

な

け
れ

ぽ

必

要
な

項
目
を

参
照
す
る

こ

と
が

で

ぎ
な
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い
。

従
っ

て
、

興
味
の

あ
る

関
連
情
報

を

芋
ず
る

式
に

瞬
時
に

取
り

出
す
の

に

は

不

向
き
で

あ
っ

た
。

　
こ

れ
に

対
し

て
、

ハ

イ
パ

ー

テ

キ

ス

ト

で

は

情
報
は

立

体
的
で

ネ
ッ

ト

ワ

ー

ク

状
に

構
造
化
さ

れ
て

い

る
。

つ

ま

り
ハ

イ
パ

ー

テ

キ

ス

ト

上
の

情
報
は

、

ち
ょ

う
ど

百

科
事
典
の

本
文
に

当
た

る

部
分

（

そ

れ
は

も
は

や

文
字
や

図

形
だ

け
で

あ
る

必
要
は

な

く

映
像
や

音
声
で

も
か

ま
わ

な
い
）

と
、

関
連
項
目
見
出
し

に

当
た

る

部
分
か

ら

な

り
た
つ

。

こ

れ
に

よ
っ

て
、

電
子
メ

デ
ィ

ア

で

は

実
現
し

な
か

っ

た

関

連
す
る
マ

ル

チ

メ

デ
ィ

ア

情
報
の

ク

ロ

ス

リ

フ

ァ

レ

ン

ス

が

瞬

時
に

行
え
る

の

で

あ
る

。

　

米
国
ア

ヅ

プ

ル

社
の

パ

ー

ソ

ナ
ル

・

コ

ソ

ピ

ュ

ー

タ

で

あ
る
マ

ヅ

キ
ン

ト
ヅ

シ

ュ

用
の

ハ

イ
パ

ー

テ

キ

ス

ト

実
現
ソ

フ

ト
、

　
「

ハ

イ
パ

ー

ヵ

ー

ド
」

で

は
、

先
ほ

ど
の

事
典
の

本

文
に

当
た

る

も
の

を

「

カ

ー

ド
」

と

呼
ぶ

。

各
力

ー

ド

に

は

関
連
項
目
の

見
出
し

を
い

く
つ

も

埋
め

込
む
こ

と

が
で

き
る

。

こ

の

見
出
し

は

「

ボ

タ

ン

」

と

呼
ば

れ
る

。

ま

た

坂

村
健
が

提
唱

す
る
コ

ン

ピ

ュ

ー

タ

の

新
し

い

体
系
で

あ

る

ト

ロ

ン

で

は
、

情
報
の

本

体
を

「

実
身
（

じ
っ

し

ん
）

」

と

呼
ぶ

。

実
身
の

中
に

は
、

文
章
や

図
形

な
ど
の

本
文
と

関
連
見
出
し

に

相

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
（

77）

当
す
る

「

仮
身

（

か

し

ん
）

」

が

埋

め

込

ま
れ

て

い

る
。

　
ハ

イ
パ

ー

カ

ー

ド

で

も
ト

ロ

ソ

の

仮
身
／
実
身
モ

デ
ル

で

も
、

ち
ょ

う

ど
百
科
事

典
の

あ
る

項
目
が

他
の

複
数
の

項
目
と

関
連
項
日
の

見
出
し

を

介
し
て

参
照
さ

れ

る
よ

う
に

、

情
報
を

コ

対

多
」

の

階
層
構
造
か

ら
と

き
放
ち

、

　
「

多
対
多
」

の

有
機
的
な

相

互

参
照
（

ク

ロ

ス

リ

フ

ァ

レ

ン

ス
）

の

ネ
ッ

ト

ワ

ー

ク

構
造
に

よ

っ

て

表
現
す
る

こ

と

を

可
能
に

し

た
。

関
連
す
る

情
報
は

す
べ

て
、

現
在
注
目
し

て

い

る

ヵ

ー

ド

（

実
身
）

の

背
後
に

埋
め

込
ま

れ
る

。

し

か

も
、

ど
の

カ

ー

ド

（

実
身
）

か

ら
見
始
め

て

も
、

情
報
の

全
体

像
が

透
け
て

見

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
（
77
）

　
　
（
29
）

通
せ

る

の

で

あ
る

（

坂
村、

一

り

゜。

ご

浜
野

、

一

 

。。
。。

）

。

　

図
3
に

示
し

た
よ

う
な
ネ
ッ

ト

ワ

ー

ク

状
の

情
報
構
造
は

、

フ

レ

ー
ム

と
ス

ロ

ッ

ト

に

ょ

る

知

識
表
現
（

図
1
参
照
）

を

直
接
的
に

コ

ン

ピ
ュ

ー

タ

上
に

実
現
で

き
る

注
目
点
に

さ

れ
た
い

。

ハ

イ
パ

ー

テ

キ

ス

ト

に

お

け
る

カ

ー

ド
（

実
身
）

は

そ
の

ま

ま
フ

レ

ー

ム

に

相
当

す

び

し
、

ボ

タ

ン
（

仮
身
）

は

ス

ロ

ヅ

ト

に

対

応
す
る

。

図
1
に

あ
る

推
論
過
程
の

フ

レ

ー
ム

表
現
で

は
、

た

と

え

ぽ

「

起
こ

り

得
る

結
果
」

社
会
福
祉
対
人
援
助
技
術

教
育
の

た

め

の

ハ

イ
パ

ー

メ

デ

ィ

ア

シ

ス

テ

ム

構
築
に

関
す
る

研
究

二

四
五
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一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japanese Society for the Study of Social Welfare

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Sooiety 　for 　the 　Study 　of 　Sooial 　Welfare

　 （
ル ー トデ ィ レ ク トリ

デ ィ

　 　 図 2 ： ツ リ
ー
状の 情報 の 構造

資料 ： 坂 村健 『TRON か らの 発想』岩波書店 ， 1987
，
　 p．105

四

六

　 　 図 3 ： ネ ッ ト ワ
ー

ク状の 情報の 構造
資料 ・ 坂村健 rTRON か ら の 発 想』岩 波書店 ， 1987，

　 P．106，
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ス

ロ

ッ

ト

の

よ

う
に

、

そ
こ

に

埋

め

ら

れ
る

も
の

が

別
の

フ

レ

ー

ム

で

あ
る

場

合
も
あ
っ

た
。

知
識
表
現
と

し

て

は
、

む
し

ろ

後
者
の

方

が
一

般
的
で

あ
る

。

そ
し

て
、

ハ

イ
パ

ー

テ

キ

ス

ト

の

環
境
は

ま

さ
に

こ

の

一

般
的
な
ス

ロ

ッ

ト

の

埋

め

込
み

方
（

他
の

フ

レ

ー
ム

を

参

照
す
る

）

を

標
準
と
し

て

備
え
て

い

る

の

で

あ
る

。

従
っ

て
、

ス

ロ

ッ

ト

の

中
身
は

も
は

や

単
な
る

文
字
情
報
で

ば
か

り

あ
る

必

要
は

な

く
な

り
、

そ

れ
は

音
声
に

よ

る

朗
読
で

あ
っ

た

り、

あ
る

い

は
ビ

デ

オ

に

よ

る

イ

メ

ー

ジ

で

あ
っ

た

り

も
で

き
る

。

ス

ロ

ッ

ト

情
報
の

メ

デ
ィ

ア

の

多
様
性
の

故
に

、

現
在
開
発
中
の

教
材
シ

ス

テ

ム

の

呼

称
と

し
て
、

わ

れ
わ
れ
は

「

ハ

イ
パ

ー

メ

デ
ィ

ア
」

と
い

う

語
を

用
い

る
こ

と
に

し

た
。

　
「

ハ

イ
パ

ー

メ

デ
ィ

ア
」

と
は

「

パ

ー

ソ

ナ

ル

・

コ

ソ

ピ

ュ

ー

タ
」

や

「

ダ
イ

ナ

ブ
ッ

ク
」

と

同
じ

く
、

　
コ

ソ

ピ
ュ

ー

タ

科
学
老
ア

ラ

ン

゜

ケ

イ

が

提
唱
し

た

言

葉
で

あ
る
（

　

　

　

　

　
　

（
24
）

内
p

ざ
H

零
ご

浜

野、

一

り
。。

。。
）

・

「

テ

キ

・

・
」

で

は

な
く

「

・

デ

チ
」

と
い

ゑ・
・

葉
に

ア

・

で

ケ

イ
が
こ

だ

わ
る

の

は
、

五

感
に

直
接
訴

え
る
メ

デ
ィ

ア

の

重

要

性
を

強
く

意
識
し
て

い

る

か

ら
で

あ
る

。

一

九
八

九
年
の

十
二

月
に

コ

ン

ピ
ュ

ー

タ

と

映
像
な

ど
の

マ

ル

チ

メ

デ
ィ

ア
に

関
す
る

国
際
会
議
が
日

本
で

開
か

れ、

ア

ラ
ン

・

ケ

イ

も

講
演
を

行
っ

た
。

そ
の

な
か

で
、

彼
は

あ
る

テ

ニ

ス

教
師
の

レ

ッ

ス

ソ

風

景
を

記
録
し

た

ビ

デ
オ

を

見
せ

た
。

そ
の

テ
ニ

ス

教
師
は

「

た

だ
自
分
が

ど

う
ボ
ー

ル

を

打

っ

か

よ

く
見
る

よ

う
に
」

と

だ

け

言
う

。

そ
し
て
、

飛
ん
で

き
た

ボ

；
ル

が
パ

ウ
ソ

ド

す
る

と

き
に

「

バ

ウ
ン

ド
ー。

」

と
、

そ
の

ボ

ー
ル

を

打
ち
か

え

す
と
き
「

ヒ

ヅ

ト

！
」

と

大
き

く
歌
う
よ

う
に

と

指
示

す
る

。

　

生
徒
は

今
ま
で

テ

ニ

ス

を
ま
っ

た

く
し

た
こ

と

の

な
い

、

中
年
の

肥
満
体
の

女
性
で

あ
る

。

彼
女
は

教
師
の

ぞ
ぱ
に

ラ

ケ

ッ

ト

を

持
っ

て

立
ち

、

教
師
が
ボ

ー

ル

を

打
つ

様
を

見
な
が

ら
、

　
「 ．
ハ

ゥ

ソ

ド

！
」 、

「

ヒ

ヅ

ト

！
」

と

歌
う

。

そ
の

う
ち

自
然
に

彼
女
の

身
体
が

テ
ニ

ス

教
師
の

身
体
の

動
き
を

な

ぞ
ら

え

貽
め

る
。

数
分
後
に

は
、

彼
女
が

実
際
に

ボ

ー

ル

を

打
つ

シ

ー

ン

に

変
わ

る
。

ビ

デ
オ

は
、

昨
日
ま

で

ラ

ケ

ッ

ト

も
握
っ

た

こ

と

の

な
か

っ

た

彼
女
が

、

教

師
を

相
手
に

ゆ
っ

く

り
と
し

た

ラ

リ

ー

を

続
け
る

様
を

映
し

だ

す
。

こ

れ
は

人

間

に

と
っ

て
、

目
と

耳
と

発
声
と

身
体
の

動
き
な
ど
の

非

言

語
的
メ

デ
ィ

ア

に

直
接
に

訴
え
る

学

習
が

、

い

か

に

強
力
で

あ
る

か

を
示
し

た

社
会
福
祉
対
人
援
助
技

術
教
育
の

た

め

の

ハ

イ

パ

ー

メ

デ
ィ

ア

シ

ス

テ

ム

構

築
に

関
す
る

研
究

二

四

七
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二

四
八

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
（

65
）

も
の

で

あ
る

（

。

 

室
、

一

り

り
O
）

。

　
ハ

イ
パ

！

メ

デ
ィ

ア

上
の

教
材
で

は
、

以

下
の

よ

う

な
こ

と
が

可
能
と

な
る

。

文
章
を
コ

ン

ピ
ュ

ー

タ

画

面
上

で

読
み

進
め

る
と
、

文

章
中
の

語
旬
が
ボ

タ

ン

（

仮
身
）

に

な
っ

て

い

る
。

そ
こ

で

仮
に

あ
る

語
句
の

ボ

タ

ン

（

仮
身
）

を

押
す
と

、

詳
細
な

脚
注
力

i
ド

（

実

身
）

が

画

面
に

飛
び

出

す
。

脚
注
に

は
、

さ

ら
に

関
連
す
る

概
念
や
理

論
背
景

、

あ
る
い

は

映

像
に

よ

る

具

体
例
の

紹
介
な

ど
の

ボ

タ

ン

（

仮
身
）

が

埋
め

込
ま

れ
て

い

る
。

本
文
に

戻
っ

て
、

「

朗
読
」

ボ

タ

ン

（

仮
身
）

を

押
せ

ば
、

カ

セ

ッ

ト

ブ
ッ

ク

の

よ

う

に

朗
読
を
さ

せ

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

（

2）

る
こ

と

も
で

き
る

（

安
西
・

坂
村

、

一

り

G。

即

一

Q。
G。

亠
Q。

幽
）

。
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本
稿
で

ぱ
、

社
会
福
祉
に

お

け
る

対

人
援
助
技
術
の

教
育
に
つ

い

て
、

ω

教
育
す
べ

き

援
助
ス

キ

ル
、

 
教
育
の

方
法
・

環
境
と
い

う

観
点
か

ら
レ

ビ

ュ

；

と

考

察
を

行
っ

た
。

　

教
育
す
べ

き
援
助
ス

キ

ル

に

関
し
て

は

2
点
が

明
か

に

な
っ

た
。

第
一

に
、

実
証
的

な

調
査
に

基
づ

く
援
助
行

動
の

休
系
化
は

、

我
が

国
で

は

ま

だ

そ
の

緒
に

つ

い

た

ば
か

り

で

あ
る

。

今
後
更
に
、

臨
床
的
ス

キ
ル

の

効

果
に

つ

い

て

は

実
証
的
研
究
が
わ

が

国
で

も

続
け
ら

れ
る

べ

き
で

あ
る

。

第
二

に
、

援

助
ス

キ

ル

と

し

て

現
在
ま
で

の

と
こ

ろ

考
察
さ

れ
て

き
た
の

は
、

顕
現
的
な

行
動
上
の

ス

キ

ル

に

限
ら

れ
る

。

現
実
の

援
助
の

場
面
で

は
、

そ
の

文
脈
に

即
し

た

対

応
を
と

る
こ

と
が

大
切
で
、

臨
床
家
は

暗

黙
の

う
ち

に

様
々

な

臨
床
的
知

識

を

活
用
し

て

判
断
や

意
思
決
定
を
し
、

適
切

な

行
動
を
選

択
し

て

い

る
。

臨

床
場
面
に

お

け
る
こ

の

よ

う
な

認
知
的
過
程
に

注

目
し

た

と

き、

マ

イ
ク

ロ

カ

ウ

ン

セ

リ

ン

グ

の

よ

う

な

従
来
の

行
動

論
的
な
パ

ラ

ダ
イ
ム

に

基
づ

く
援
助
技
術

教

育
の

方
法

論
に

は

限

界
が

あ
る

こ

と

を

示
し

た
。
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そ
こ

で

本

稿
は
、

臨
床
場

面
に

お

け
る

専
門
援
助
者
の

認
知

的
過
程
を

表
現
す
る
パ

ラ

ダ
イ
ム

と

し

て
、

ミ

ン

ス

キ

ー

の

フ

レ

ー

ム

理

論
に

準
拠
す
る

モ

デ
ル

を

提
唱
し

た
。

こ

れ

は

専
門
援
助
者
の

も
つ

知
識

構
造
を

柔
軟
に

表
現
す
る

た

め

の

汎
用
的
な

方
法
で

あ
る

。

フ

レ

ー

ム

と
ス

ロ

ヅ

ト

の

利
用
に

よ

り
、

ω

そ
の

状

況
で

予
期
し

う

る
こ

と
、

 

そ
の

状

況
を

記
述
す
る

の

に

必

須
の

構
成
要

素、

 
そ
の

状
況
に

関
す
る

推
論
な

ど
を
、

明
示

的
に

表
現
す
る

こ

と

が

可

能
と

な
る

。

　
こ

の

よ

う
な

教
育
の

パ

ラ

ダ

イ
ム

に

も
と

つ

ぎ
、

臨
床
的
な

認
知
ス

キ

ル

を

教
育
す
る

場
合
の

原

則
を

提
示
し

た
。

そ

れ

ら
は

以
下
の

ご

と

く
で

あ
る

。

第
一

に
、

教
示
・

観

察
・

体
験
と
い

っ

た

学
習
の

モ

ー

ド

が

非

線
形
的
に

相
互

参
照
し

あ
え

る
べ

き
で

あ
る

。

第
二

に
、

学
習
者
に

発
見
や

探
索
を

促
す

環
境
で

あ
る
べ

き
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